EOS M 




使用説明書基本編 


はじめに 

EOS M は、有効画素数約] 8日日万画素•高精細 CMOS センサー、 DIG に己、 
高精度•高速 3] 点 AF 、 最高約 4.3 コマ/秒連続撮影、フル八イビジョン (Full 
HD ) 動画撮影機能を搭載した、レンズ交換式高性能デジタルー眼カメラです。 

本機は、いつでちすぐに撮影でさる優れた機動性、高度な撮影に最適対応する 
豊富な撮影機能など、さまざまな特長を備えています。 

操作しなび5本書を参照すると理解び深まります 

デジタルカメラは、撮影した結果をその場ですぐに見ることびでさます。本書 
を読みなびら実際に撮影し、その結果を確認しなびら理解を深め、操作に慣れて 
ください。 

なお、撮影の失敗や事故を未然に防ぐため、はじめに別紙の『安全上のごを意』、 
および『取り扱い上のごを意』（8、9ページ）をお読みください。 

試し撮りと撮影内容の補償について 

撮影後は画像を再生して、画像び正常に記録されていることを確認してくださ 
い。万一、カメラ（本機）やメモリーカードなどの不具合により、画像の記録や 
バソコ ンへの画像の取り込みびできなかつた場合の記録内容の補償については、 
ご容赦ください。 


著作権について 

あなたびカメラ（本機）で記録した画像やメモ IJ ーカードに取り込んだ音楽お 
よび音楽付さ画像は、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に無 
断で使用でをません。なお、実演や興行、展示会などのラちには、個人として楽 
しむなどの目的であってち、撮影を制限している場合びありますのでご注意くだ 
さい。 


を 


このカメラでは、 SD メモ IJ- 力ードと SDHC メモ U- 力ード、および SDXC 
メモ U —カードをお使いいただけます。本書では、これらを「カード」と表 
記しています。 

《画像を記録する カードは付属していません。 別途ご購入ください。 


動画が記録できるカードについて 

動画を撮影するときは、大容量で、 SD スピードクラス6 「 CLASS ®」 iU 上の力ードを使 
用して<ださい （P.7 己)。 
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ほ用説明書について 

本使用説明書は、 EOS M 用の EF-M レンズを使って、簡単な撮影ができるまで 
の昼本的な操作方法や機能を説明した r 昼本編」です。 昼本編に記載されていな 
い、マウントアダプター EF-EOS M と組み合わせて EF レンズ、 EF-S レンズを 

使った撮影方法、~歩進んだ撮影方法や再生方法、写真の EP 刷方法、カスタム機 

能など、より詳しい内容についロホ、使用説明書 「CD-ROM」 を参照してくださ 

峰 

なお 、 EOS M の使用説明書は、図のよラな構成になっています。 


• カメラ使用説明書 


U 

カメラ使用説明書 

「基本編」 



に D - ROM の内容】 


カメラ使用説明書 


( PDF ファイル） 

すべての機能と操作方法を記載した説明書で 
す。「基本編」の内容ち含まれています。 


アクセサリー使用説明書 


( PDF ファイル） 


使用説明書 レンズ使用説明書 （ EF-M ] 8-已已 mm F 3.5- 

「 CD - R 日 M 」 已 .6 に STM 、 EF - M 22 mm F 2 STM )、 7 

ウントアダプター EF-EOS M 使用説明書、 
スピードライト9日 EX 使用説明書び PDF ファ 
イルで収納されています。 

使用説明書 「 CD - ROM 」 の見かたについては、88ページを参照し 
て < ださい。 


参ソフトウェア 

各種ソフトウェアの内容と、パソコンへのインス!-一 
ル方法、およびソフトウェア使用説明書 「 CD - R 日 M 」 の 
見かたについては、88〜89ぺージを参照してください。 

EOS DIGITAL 
Solution Disk 

に D - ROM 」 

(ソフトウェア） 
















カメラと主な付属品 — 

使用する前に、 l ^^ TF のちのびすべてそろっているか確認してください。万一、 
足りないちのびあるとさは、お買い求めの販売店にご連絡ください。 



カメラ 


(ボディキヤップ付さ) 



電池 

バッテリーパック 
LP - E 12 

(保護カバー付さ） 



充電器 

八ツテリーナヤーソヤー 

LC - E 12 



ネックストラップ EM -100 DB 


インターフェースケーブル 



EOS D に ITAL 使用説明書 

Solution Disk ( CD - ROM ) 

(ソフトウェア/ CD - ROM ) 


ソフトウェア 
使用説明書 

( CD - ROM ) 


口日 

① ③ 


①カメラ使用説明書（基本編） 

③お客様ご相談窓口、修理受付窓口一 
覧/ま全上のごま意 


※キットによっては、レンズ、スト□ボやマウントアダプター EF - E 日 S M を付属している 
か、確認してください。 
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本使。説明書の表記について 

本文中の絵文字について 

〈類〉 :電子ダイヤルを回します。 

〈▲&/国〉/ < Tf > / <◄*> /〈►因〉 

:電子ダイヤルの上下左ちを巧します。 

〈囚 / SET 〉 :電子ダイヤルの中必を押します。 

を4/る6/る10/运16 :操作ボタンから指を離したあとに、ボタンを押した状 
態をそれぞれ4秒/6秒/]日秒/] 6秒間保持しま 
す。 

* その他、本文中の操作ボタンや設定位置の説明には、ボタンや液晶モニターの表示など、 
カメラに使われている絵文字を使用しています。 

HD : 〈 MENU 〉 ボタンを押して設定します。 

をのな:カメラ使用説明書 PDF を参照していたださたいことを示していま 
す。 

( P .**) :参照ぺージです。 

(I :撮影に不都合び生じる恐れのあるを意事項です。 

0 :補足説明や補足事項です。 

:上手に使ラためのヒントや撮影のポイントです。 

? :困ったとさの手助けになる情報です。 


操作説明について 

♦電源び入っていて （ P .2 己）、メニュー機能やカスタム機能は初期状態で説明 
しています。 

• 本文中のイラストは、 EF - M 1 8-己己 mm F 3.5-5.6 IS STM レンズを取り付 
けた状態で説明しています。 
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レンズの手ブレ補正機能について . 32 
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クイック設定 . 36 

HD メニューの操作と設定 . 39 

カードを初期化する . 42 

液晶モニターの表示切り換え . 44 

6タッチパネルと電子ダイヤルで操作する . 4已 

) シーンインテリジェントオート+かんたん撮影ゾーン 47 

匹 r 全自動で撮る（シーンインテリジェントオート） . 48 

が全自動を使いこなす（シーンインテリジェントオート） . 已1 

撮影モードを選ぶ . 已3 

回クリエイティブオートで撮る . 已4 

み人物を写す（ポートレート） . 已6 

U 風景を写す（風景） . 已7 

A 花やル物を大さく写す（ク□ーズアップ) . 已8 
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動をのあるちのを写す（スポーツ） . 曰9 

曰夜景と人物を写す（夜景ポートレート）（兰脚を使ラ） . 60 

因夜景を写す（手持ち夜景) . 61 

ぶ逆光シーンを写す （ HDR 逆光補正） . 62 

囚画像を再生する . 64 

ピント合わせの方式を変える . 6已 

巧タッチシャッターで撮影する . 73 

&セルフタイマー撮影 . 74 

3動画を撮影する 75 

•ス動画を撮影する . 76 

4画像の再生 81 

もタッチパネルで再生する . 82 

•ス動画を再生する . 84 

5使用説明書 CD-ROM の見かた/ソフトウエアスタートガイド 87 

使用説明書 CD - ROM の見かた . 88 

ソフトウてアの概要 . 90 

ソフトウてアのインス I ル . 91 

ソフトウてアの使用説明書 . 92 

ソフトウてア動作環境 . 93 

商標について 


参 Adobe は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の商標です。 

• Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国および他の国における商標、または登録商 
標です。 

参 Macintosh、Mac OS は、米国および他の国で登録された、米国アップル社の商標、または登 
録商標です。 

参 SDXC □コ'は、 SD -3 C ， LLC . の商標です。 

参 HDMI 、 HDMI □コ'、および High-Definition Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing 
LLC の商標または登録商標です。 

♦ DCF * は、（社）電子情報技術産業協会の団体商標で、日本国内における登録商標です 。 DCF 
□コ'マークは、（社）電子情報技術産業協会の [Design rule for Camera File System 」 の 
規格を表す団体商標です。 

参その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 

* DCF は、主としてデジタルカメラの画像を関連機器間で簡便に利用しあラことを目的として制 
定された（社）電子情報技術産業協会 （ JEITA ) の規格の [Design rule for Camera File 
System 」 の略称です。 























取り巧い上のごミ主意- 

カメラについて 

参カメラは精密機器です。落としたり衝撃を与えたりしないでください。 

参レンズをカメラに取り付けて、レンズを太陽に向けないでください。太陽の熱でカメ 
ラの内部び損傷する恐れびあります。 

参このカメラは防水構造になっていませんので、水中では使用でさません。万一水にミ需 
れてしまったとさは、早めに最寄りの修理受付窓□にご相談ください。また、水滴び 
付いたとさは乾いたきれいな布で、潮風にあたったとさは固くしぼったされいな布で 
よくふさとって < ださい。 

参カメラを磁石やモーターなどの強力な磁気び発生する装置の近くに、絶対に置かない 
でください。また、電波塔などの強い電波び発生しているところで使用したり、放置 
したりしないでください。電磁波により、カメラび誤動作したり、記録した画像デー 
夕び破壊されることびあります。 

参直射日光下の車の中などは予想似上に高温になります。カメラの故障の原因になるこ 
とびありますので、このよラな場所にカメラを放置しないでください。 

参カメラには精密な回路び内蔵されていますので、絶対に自分で分解しないでください。 

参指などでシャッターの動作を阻害しないでください。故障の原因になります。 

参レンズなどに 3' ミび付いているとさは、市販のブ□アーで吹さ飛ばすだけにしてくだ 
さい。カメラボディおよびレンズは、有機溶剤を含むク U —ナーなどでふかないでく 
ださい。特にミちれびひどいときは、最寄りの修理受付窓□にご相談ください。 

参カメラの電気接点は手で触らないでください。腐食の原因になることびあります。腐 
食するとカメラび作動不良を起こすことびあります。 

参カメラを寒いところから、急に暑いところに移すと、カメラの外部や内部に結露（水 
滴）び発生することびあります。カメラを寒いところから、急に暑いところに移すと 
さは、結露の発生を防ぐために、カメラをビニール袋に入れて袋の□を閉じ、周囲の 
温度になじませてから、袋から取り出してください。 

参結露び発生したとさは、故障の原因になりますので、カメラを使用しないでください。 
レンズ、カード、電池をカメラから取り外し、水滴び消えるまで待ってから、カメラ 
を使用してください。 

参カメラを長期間使用しないとさは、カメラから電池を取り出し、風通しび良く、涼し 
い乾燥した場所に保管してください。保管期間中でを、とさどさシャッターを切るよ 
ラにして作動することを確認してください。 

• カメラの保管場所として、実験室などのような薬品を扱う場所は、さび•腐食などの 
原因になるため避けてください。 

参長期間使用しなかったカメラは、各部を点検してから使用してください。長期間使用 
しなかったあとや、海外旅行など大切な撮影の前には、各部の作動を最寄りの修理受 
付窓□、またはご自身でチェックしてからご使用ください。 

参このカメラではレンズを取り外すと、撮像素テび見えます。撮像素テの損傷のおそれ 
びありますので、撮像素テには触らないでください。 
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取り扱い上のごを意 


液晶 モニター について 

• 液晶モニターは、非常に精密度の高い技術で作られており 99.99% i ； Lb の有効画素び 
ありますび、日.日 1% J ツ下の画素欠けや、黒やホなどの点び現れたままになることびあ 
ります。これは故障ではありません。また、記録した画像には影響ありません。 

♦ 液晶モニターを長時間点なしたままにして、同じ画面び表示されていると、表示して 
いた内容の像び残ることびあります。この残像は一時的なをので、カメラを数日間使 
用しないでおくと自然に消えます。 

参液晶の特性で低温下での表示反応びやや遅くなったり、高温下で表示び黒くなったり 
することびありますび、常温に戻れば正常に表示されます。 

• 液晶の明るさ設定を変更すると、被写体によって画面び少し粗く見えることびありま 
すび、故障ではありません。また、記録した映像には影響はありません。 


カードについて 

カードとその中に記録されているデータを保護するために、次の点にを意してください。 
参「落とさない」、「巧げない」、「強い力や衝撃、振動を加えない」、「濡らさない」。 

参カードの接点に指や金属び触れないよラにする。 

♦ カード表面にシールなどを貼らないでください。 

参テレビやスピーカー、磁石などの磁気を帯びたをのや、静電気の発生しやすいところ 
で保管、使用しない。 

♦ 直射曰光のあたる場所や、暖房器具の近くに放置しない。 

参ケースなどに入れて保管する。 

参温度の高いところ、ほこりや湿気の多いところに保管しない。 

レンズについて 

レンズを取り外したとさは、接点やレンズ面を傷つけないよラに、 

取り付け面を上にして置さ、ダストキャップを取り付けてください。 

長時間使用時のご注意 

連続撮影を長時間繰り返したり、ライブビュー撮影や動画撮影を 
長時間行うと、カメラの温度び高くなることびあります。これは故 
障ではありませんび、長時間皮膚び触れたままになっていると、低 
温やけどの原因になることびありますので、ご注意ください。 

撮像素子の前面に付着する巧れについて 

撮像素テの前面には、外部から入り込む 3' ミのほかに、ごくまれにカメラ内部の潤滑剤 
などび付着することびあります。撮像素テの自動清掃後に汚れび画像に写り込むときは、 
でさるだけ別紙の修理受付窓□に撮像素テの清掃をお申し付けください。 



レンズマウントについて 

カメラ本体とレンズのマウント部分を、定期的に市販のレンズク U —ナー（布製）でな 
<ことをおすすめします。 



すぐ撮影する 


1 

mn 

1 . 

電池を入れる (P.22) 

• 電池の充電ち法： 2 日 ページ 


2 


逢 

力ードを入れる (P.22) 

• カードの表を、カメラの正面側にして差 
し込みます。 


3 

4 

圓 

レンズを取り付ける (P.30) 

• レンズの取り付け指標とカメラ側の取 
。册齡。せての。册ます。 


4 

画 

電源ボタンを押して電源を入れ、 

〈が〉（シーンインテリジェント 
才ート）にする (P.48) 

• 撮影に必要な設定びすべて自動設定に。 
♦液晶モニターに エ IJ ア、曰付/時刻の設 
定画面び表示されたとさ： 27ページ 
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すぐ撮影する 




ピントを合わせる （ P .3 己） 

• 写したいちのを画面中央に配置します。 
• シャッターボタンを軽く押すと、ピント 
び合います。 
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撮影する （ P .3 己） 

参さ5にシャッターボタンを押して撮影 
します。 



撮影した画像を確認する（-►をの a ) 

• 撮影した画像び液晶モニターに約2秒 
間表示されます。 

• 〈囚〉ボタンを押すと、ちラー度画像び 
表示されます ( p .64 )o 


♦今までに撮影した画像を確認したいとき：『画像を再生する』 ( P .64) 

• 撮影び終了したら、レンズ保護のためレンズキャップを取り付けてください。 
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る部の名瑜 



0参照ページ （ P .**) び記載されていない部位については、付属の『カメラ使用説明 
書 PDF 』 を参照してください。 
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各部の名称 


液晶モニター/タッチパネル(|3.39、44/4已、82、8已） 
-電源/アクセスランプ ( P .24) 


■ 


— 〈 MENU 〉 メニューボタン （ 13.39) 


—〈参〉動画スタート/ストップボタン 
(13.76) 



’〈囚〉再生ボタン 
( P .64) 


〈囚 /SET 〉 

クイック設定/ 
設定ボタン 
(13.3 目/ 39) 


〈 INFO .〉 インフオボタン 
(|3.3目、44、目4、78) 


DC カプラー端子カバー 


王脚ねじ巧 


カード/電池室ふた (P. 2 2) 


〈類〉電子ダイヤル (13.46) 


〈▲&/回〉ドライブモード選択ボタン (13.74) 


<▼1 > 

<◄*> 

〈►因〉 


消去ボタン(^皆ぶ巧） 

AE □ック /FE □ックボタン（一をがな） 
絞り数値/露出補正ボタンをのな） 


力ードス□ツト （13.22) 
電池室 (13.22) 
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各部の名称 


画面の見かた 

撮影可能枚数— 


W 己ブラケティング時の 
撮影可能枚数 
セルフタイマー作動表示 
クリエイティブフィルター 
撮影モード 

AF 方式 ( P .65) - 

AFi ’:； V +追尾優先 AF 
AFC D ライブ多点 AF 
afd ライブ]点 AF 

AF 動作(-►をの^)- 

ONE SHOT 

ワンシヨツト AF 

SERVO 

ヴーボ AF 

MF マニュアルフオーカス 

記録画質(^をの0)— 

JL ラージ/ファイン 
JL ラージ/ノー7ル 
ミドル/ファイン 
ミドル/ノーマル 
JS 1 スモール 1/ファイン 
JS 1 スモール 1 /ノーマル 
S 2 スモール 2(ファイ； y ) 

S 3 スモール 3( ファイソ 
01+ J L 

□ウ+ラージ/ファイン 

0253 □ウ 

タッチシャッター （ P . 7 3) — 

ドライブモード （ P .74) - 

□] 枚撮影 
鸟 I 連続撮影 

セルフタイマー：1日秒/ 
リモコン撮影 
&2セルフタイマー:2秒 
& C セルフタイマー:連続撮影 

シャッター速度 


-連続撮影可能枚数(バースト撮影枚数） 

一電池チェック （ P . 2目） 

日口 MM\ 口 <1 口 I 

—ち H 八イスピードシンク afp 発光） 

ち* FE □ック /FEB 撮影中 

Eye-Fi 通信状態* 

ーピクチャースタイル 
囚クイック設定 
ホワイトバランス 
国才ート 
米太陽光 
な^日陰 
A くを0 
米白熱電球 
:端白色堂光打 
V スト□ボ 
bAd マニュアル 

オートライティング 
オプティマイヴ 
( P .47) 

測光モード 
固評価測光 
回部分測光 
[•] スポット測光 
[〕中央部重な平均測光 

露出シミュレーション 



絞0数値 


■拡大 

-AE 日/ FEB 撮影 
IS 日感度 
-高輝度側•階調優先 
-GPS 接続表示 
-電テコンパス 
-露出レベル表示 
露出補正量 
AEB レベル 


’手ブレ補正:切(手ブレ補正機能の硫レンズを取り付けたときのみ） 
電子ダイヤルガイド 


* : Eye-Fi 力ード装着時に表示 
状況に応じた部分のみ表示されます。 
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各部の名称 


モードダイヤル 

〈匹 r 〉 シーンインテ IJ ジェントオート、〈〇〉静止画、〈>ス〉動画を切り換え 


ます。 



が占， 


〈匹 r 〉 と〈〇〉で静止画を、〈•ス〉で動画を撮 
影します。 

〈匹 r 〉 シーンインテ IJ ジェントオートでは、 
シャッターボタンを押すだけで、被写体やシーンに 
合わせたカメラまかせで静止画を撮影でさます。 

〈〇〉静止画では、応用撮影ゾーンとかんたん撮 
影ゾーンび選べます。 


応用撮影ゾーン 


設定することで思いどおりのさまざまな撮影びでさます。 


M Av Tv P 

マニュアル®出 

シャツターを 垣と巧 y なちを自巧で 
巧み合わせで、自由な写ち表現が 
でさます 


M :マニュアル露出 
Av :絞り優先 AE 
Tv :シャツター優先 AE 
P :プ□グラム AE 
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各部の名称 


かんたん撮影ゾーン 

基本操作はシャッターボタンを押すだけです。被写体やシーンに応じてカメラ 


まかせの撮影びでさます。 


國團 S 4 通 

クリエイテイフオート 
国をめ巧るごや巧 n のぼかし县合、 
ストロボの発光などを 
话单じを更でさる自面巧おモードです 


因图画間 

スポージ 
曲いているちののまをに 
迫しています。巧写化にピントを 
るわせ污けて廷较场おします 

回 


回 

み 

化 

咬 

曰 

巧 

ぶ 


クリエイティブオート （ P . 己 4) 
ポートレート （ P . 己 6) 

風景 ( P .57) 

ク□—ズアップ （ P . 己 8) 
スポーツ （ P . 己 9) 

夜景ポートレート ( P .60) 
手持ち夜景 （ P .61) 

HDR 逆光補正 ( P .62) 


動画 

〈>ス〉動画では、 


づ到 

ii 囲自 &S 出 

シャッター巧沒と巧 y 致ちが自巧で 
拐足される扭困モードです 


自動露出とマニュアル露出び選べます。 

•ス：動画自動露出 
•が： 動画 マニュアル 露出 
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各部の名称 


レンズ 

EF - M レンズの例 

(フオーカスモードスイッチ、手ブレ補正スイッチび付いていないレンズ) 


* EF レンズ、 EF - S レンズ、マウントアダプター EF-EOS M についてはカメラ使用説明書 PDF 
を参照してください。 



アクセサリーは、キヤノン純正品のご使用をおすすめします 

本製品は、キヤノン純正の専用アクセサ U —と組み合わせて使用した場合に最適な性能 
を発揮するよラに設計されておりますので、キヤノン純正アクセサ U —のご使用をおす 
すめいたします。 

なお、純正品し^(がのアクセサ U —の不具合（例えばバッテ U —パックの液漏れ、破裂な 
ど）に起因することび明らかな、故障や発乂などの事故による損害については、弊社で 
は一切責任を負いかねます。また、この場合のキヤノン製品の修理につさましては、保 
証の対象外となり、有償とさせていたださます。あらかじめご了承ください。 
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各部の名称 


バツテリーチヤージヤー LC-E12 

バッテリーパック LP-E1 2を充電します （ P .2 日）。 


電池取り付け部 



ミ主意 

指定外の電池を使ラと、爆発などの危険びあります。 

使用済の電池は、各自治体のルールにしたびって処分するか、最寄りの電池 IJ サイクル 
協力店へお持ちください。 



Li-ion 


参不要になった電池は、貴重な資源を守るために廃棄しないで最寄りの電池 
リサイクル協力店へお持ちください。詳細は、一般社団法人 J 目 RC のホー 
ムページをご参照ください。 

ホームぺージ： http :// www . jbrc.com 
♦ プラス端テ、マイナス端テをテープ等で絶縁してください。 

• 被覆をはびさないでください。 

•分解しないでください。 
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このカメラは何より、写真を楽しむための力 
メラです。 

そして、その写真からその時に感じた感覚や 
気持ちび伝わります。 

写真は楽しく、素晴らしい！ 


撮影前の準備と基本操作 


この章では、撮影に入る前にあ S かじめ準備しておくことと、操作 
の基本について説明しています。 

ストラップの取り付け方 

ストラップの金具をカメラのストラップ取り付け部にはめ込み、コ 
インのよラなちのでネジ部を時計方向に止まるまで回転させます（指 
標び合います)。ストラップ金具に遊びびないことを確認します。 

ストラップの長さを調節でさます。 





























電池を巧電する 




2 電池をしっかり取り付ける 

• 電池の◄とバツテ IJ ーチャージャーの►を 
合わせます。 

• 取り外しは逆の手順で行います。 


3電源プラグを起こす 

•充電器のプラグを矢印の方向に起こしま 
す。 



充電ランプ 


4巧電する 

• プラグをコンセントに差し込みます。 
■►充電び始ま0、充電ランプびオレンジ色に 
点打します。 

充電び完了すると、充電完了ランプび緑色 
に点打します。 


•使い切った電池の充電に要する時間は、常 
温（+23た）で約2時間です。なお、充電 
時間は、周囲の温度や残容量によって大き 
く異なります。 

♦安全に充電を行ラために、低温下 

(+ 己で〜+1日で）では、充電時間び長くな 
ります（最長約4時間)。 
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電池を充電する 


拳電池と巧電器の上手な使い方 


• ご購入時、電池はフル巧電されていません 

充電してからお使いください。 


♦巧電は、使用する当曰か前日にする 

充電して保管していてち、自然放電により少しずつ電池の容量び少な<なっ 
ていさます。 

♦巧電が終わった6、電池を取り外し、プラグをコンセントか6巧く 

♦カメラを使わないときは、電池を取り出しておく 

電池を長期間カメラに入れたままにしておくと、微少の電流び流れて過放電 
状態になり、電池寿命短縮の原因となります。電池の保護カバー（付属）を取 
り付けて保管してください。なお、フル充電して保管すると、性能低下の原因 
になることびあ0ます。 

• 巧電器は海外でも使えます 

充電器は、家庭用電源の AC ] 日日〜24日 V 日日/6日 Hz に対応してし^ます。プ 
ラグの形状び異なることびありますので、お使いになる国や地域に対応した、 
市販の電源プラグ変換アダプターを使用して<ださい。なお、充電器び故障す 
る恐れびありますので、海外旅行用の電子変圧器などに接続しないでくださ 
い。 

• フル巧電したのにすぐ使えなくなるときは、電池の寿命です 

新しい電池をお買い求めください。 


^参充電器をコンセントから取り外したとさは、約3砂間、充電器のプラグに触れない 
よラにしてください。 

参バッテ U - パック LP - E 12似外は充電しないでください。 

参バッテ U —パック LP - E 12 は、キヤノン製品専用です。指定外の充電器、および 
製品と組み合わせて使用した場合の故障、事故に関しては一切保証でさません。 
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電池とカードを入れる/取り出す— 

充電したバッテリーパック LP - E ] 2をカメラに入れます。力ード（別売）は、 
SD / SDHC/SDXC メモ U - 力ードび使えます。また、 UHS-I 対応の SDHC / 
SDXC メモ U —カードも使えます。撮影した画像は、カードに記録されます。 

かカードの書さ込み禁止スイッチが上側（書さ込み/消去可能位置）にセット 
されていることを確認してください。 


入れ方 



1ふたを開ける 

•矢印のち向にスライドさせて、ふたを開け 
ます。 



2電池を入れる 

参バッテリーの 「 Canon 」 の文字びカメラの 
正面にくるよラにして、電池接点のちから 
入れます。 

• 「カチッ」と音びして□ックされるまでしつ 
かりと入れてください。 

5力ードを入れる 

, ♦カードの表をカメラの正面側にしまず。 

参まっすぐに、突さ当たるまで差し込みます。 
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電池とカードを入れる/取り出す 



4ふたを閉める 

「カチッ」と音びするまで、ふたを押します。 
♦電源を 〈 ON 〉 にすると、液晶モニターに 
撮影可能枚数 ( P .26) び表示されます。 




撮影可能枚数 


由 ID 出し方 


1電源を 〈 OFF 〉 にする 



2 ふたを開ける 

• 液晶モニターと電源/アクセスランプが消 
えていることを確認して、ふたを開けます。 

• 「書さ込み中」と表示されたとさは、ふたを 
閉じてください。 


3電池を取り出す 

♦①電池□ックレバーを矢印ち向に巧して 
□ックを外し、③電池を取り出します。 
♦ショート防止のため、電池に保護カバー（付 
属 / P .2 日）を必ず取り付けてください。 



A カードを取り出す 

■I ♦カードを軽く巧し込んで離すと、出てさま 
す。 

• カードをまっすぐ取り出します。 



5ふたを閉じる 

• 「カチッ」と音びするまで、ふたを巧します。 
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電池とカードを入れる/取り出す 


^力ード/電池室ふたは、開いた状態から無理に押し開かないでください。 
ヒンジ部分び壊れる恐れびあります。 


^参電源/アクセスランプびオレンジ色で点滅しているときは、力ードへの記録/読み 
出し中や、消去中、データ転送中でず。カード/電池室ふたを開けないでくださし、。 
また、電源/アクセスランプびオレンジ色で点滅しているときに巧のことを行う 
と、画像データび壊れたり、カードやカメラ本体び損傷ずる原因になりまずので、 
絶対に行わないでください。 

-カードを取り出ず 
•電池を取り出ず 

-カメラ本体に振動や衝撃を与える 

参画像び記録されているカードを使用すると、撮影した画像の番号び日0日]から始 
まらないことびあります。 

•液晶モニターにカードのトラブルに関するメッセージび表示されたとさは、カー 
ドの抜さ差しを行ってください。それでを改善しないとさは、別のカードに交換 
してください。 

なお、パソコンでカードの内容び読み取れるとさは、カード内のデータをすべて 
パソコンに保存したあと、カメラでカードを初期化してください （ P .42)。 正常な 
状態に戻ることびあります。 

参カードの接点に、指や金属び触れないよラに注意してください。 
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電源を入れる I 

電源を 〈 ON 〉 にしたときに、 エリア設定、曰付/時刻の設定画面が表示された 
ときは、 27 ページを参照してエリア、日付/時刻を設定してください。 



電源ボタンを押すたびに 〈 ON 〉、〈 OFF 〉 び 
切り換わります。 


電源 〈 OFF 〉 で〈囚〉ボタンを2秒1^^(上押 
すと、再生モードになります。 

• EF-M レンズを取り付けていると、電源び切 
れているときは、カメラ内部保護のため、絞 
りを絞り込んでカメラ内部に光び入らない 
よラにしています。そのため、電源を 
〈 ON 〉、〈 OFF 〉 したときに絞りび動く小さ 
な音びします。 


mm 節電機能について 


• 電池の消耗を防ぐため、何ち操作しないと自動的に液晶モニターび消巧し、 
さらに、操作しない状態び続くと、自動的に電源び切れます。液晶モニター 
び消打したとさは、いずれかのボタンを押すか、液晶モニターにタッチする 
と液晶モニターび点打します。電源び切れたとさは、電源ボタンを押すか、 
〈囚〉 ボタンを約2秒じし b 押し続けると電源び入ります。 

♦画面び消打するまでと、電源び切れるまでの時間を[>2: 節電機能] の 廠晶の 
消な] と 廣源オフまで] で変更できます 


0力ードへの画像記録中に電源を 〈 OFF 〉 にすると、廈き 込み中…] び表示され、画像 
記録び終了してから電源び切れます。 
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電源を入れる 


電池チェックについて 

電池の残量は、電源を入れたとさに、4段階で表示します。 


P [ 日…™! 


:電池の残量は十分です。 

:電池の残量び少なくなってさました 
び、まだ使用でさます。 

■〇]:まちなく電池切れになります。 

(点滅表示） 

□ :電池を充電してください。 


撮影可能枚数の目安 [約棚 


温度 

常温（+23で） 

低温（〇で） 

撮影可能枚数 

230 

200 


参フル充電のバッテ IJ - パック LP - E 12 使用 、 CIPA (カメラ映像機器工業会）の試験基準 
によります。 


0参下記の操作を行ラと、撮影可能枚数び少なくなります。 

. シャッターボタン半押し状態を長く続ける （ AF 動作だけを行って撮影しない操 
作を頻繁に行ラ） 

-レンズの手ブレ補正機能を使用する 
参実際の撮影条件により、撮影可能枚数び少なくなることびあります。 

•レンズの動作にはカメラ本体の電源を使用します。使用するレンズにより、撮影 
可能枚数び少なくなることびあります。 
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MENU 


エリア/曰付/時刻を設定する— 


初めて電源を入れたとさは、エ IJ ア、曰付/時刻の設定画面になりますので、エ 
リア、日付、時刻の順番で設定してください。 

撮影画像には、設定した撮影日時の情報び付力 a されまずので、必ず設定してくださし、。 


エリアを設定ずる 

初期状態では、エ IJ アは [□ンドン] に設定されています。 

1メニューを表示する 

♦〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

ク[>2]タブの[エリア設定]を選ぶ 

♦電子ダイヤルの 〈◄乂 〉/ 〈►因〉 ボタン 
を押して[>2]を選びます。 

♦電子ダイヤルの〈▲&/鸟]〉/ <Tf> ボタ 
ンを押して [王リア設定] を選び、 〈囚 / SET 〉 
を押します。 

3エ U アを設定する 

—♦電子ダイヤルの 〈◄乂 〉/ 〈►因〉 ボタン 
を押して、エ U アを選べる状態にします。 

• 〈囚 / SET 〉 を押して、〈かの状態にします。 
♦電子ダイヤルの〈▲&/鸟]〉/ <Tf> ボタ 
ンを押してエ IJ アを選び、〈囚 / SET 〉 を巧 
します。 

♦電子ダイヤルの 〈◄乂 〉/ 〈►因〉 ボタン 
を押して [0 K ] を選び、〈囚 / SET 〉 を押し 
ます。 




S1 ♦メニュー機能の設定操作は、39、 41 ページを参照してください。 

参画 面のち下に表示される時間は、世界標準時との時差です。設定したいエ IJ アび 
ないとさは、時差を参考にエ IJ アを選択してください。 

参エ U ア設定を変更したとさは、曰付/時刻び正しく表示されているか確認してください。 
参サマータイムは [>2:エリア設定] で設定することをでさます。 

♦ [>2: エリア設定] と |>2:日付/時刻] のサマータイムの設定は、連動して切り換わ 
ります。 


曰付/時刻を設定する 

I 


I 感 



1メニューを表示する 

♦〈 MENU 〉 ボタンを押します。 
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HQ エリア/曰付/時刻を設定する 



2 [>2]タブの[日付/時刻]を選ぶ 

• 電子ダイヤルの 〈◄乂 〉/ 〈►因〉 ボタン 
を押して[>2]タブを選びます。 

♦電子ダイヤルの〈▲&/鸟]〉/ < Tf > ボタ 
ンを押して 旧付/時刻] を選び、 〈囚 / SET 〉 
を押します。 


日村/時刻 

2012 . 05 ‘リ MSj: 30 : 00 
年旧旧み 
OK キヤンむル 


3曰付/時刻を設定する 

♦電子ダイヤルの 〈◄乂 〉/ 〈►因〉 ボタン 
を押して項目を選びます。 

• 〈囚 / SET 〉 を押して、〈がの状態にします。 
♦電子ダイヤルの〈▲&/鸟]〉/ < Tf > ボタ 
ンを押して設定し、〈囚 / SET 〉 を押します 
(〈□〉の状態に戻ります)。 


曰け/時刻 
2012 . 05 . 31 1S : 30 : 00 
年旧旧 （ 

OK キヤンむル 


i 逼) 


4ヴ7—タイムを設定する 

I •必要に応じて設定します。 

♦電子ダイヤルの 〈◄乂 〉/ 〈►因〉 ボタン 
を押して [游] を選びます。 

• 〈囚 / SET 〉 を押して、〈がの状態にします。 
♦電子ダイヤルの〈▲&/鸟]〉/ < Tf > ボタ 
ンを押して [み] を選び、 〈囚 / SET 〉 を押 


します。 


•サマータイムを [み] にすると、手順 3 で 
設定した時刻び、]時間進みます。[游]に 
するとサマータイムび解除され、 ] 時間戻り 


ます。 


日け嗎刻 

2012 . 05 . 3115 : の： 00 
年旧旧み 

[ OK ] キヤンむル 


5設定を終了する 

•電子ダイヤルの 〈◄乂 〉/ 〈►因〉 ボタン 
を押して [ OK ] を選び、〈囚 / SET 〉 を押し 
ます。 

-► 曰付/時刻、サマータイムび設定され、メ 
ニューに戻ります。 


^カメラから電池を取り出したり、電池残量びなくなったとさに、エ U ア、曰付/時刻 
の設定び U セツトされることびあります。そのとさは再度設定してください。 

0砂を合わせるときは、時計び日砂のときに、手順5で〈囚 / SET 〉 を押してください。 
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MENU 


表巧言語を選ぶ 





節巧な能 

液晶の巧るご 

み1 , iTi >1朱 

エリア投定 


日付/時刻 

'12/05/31 13:30 

1貢語 吊 

曰本語 1 

r ビデオ化むちな 

NTSC I 


[92] タブの[言語演]を選ぶ 

♦電子ダイヤルの〈◄乂〉/〈►因〉ボタン 
を押して[>2]タブを選びます。 

♦電子ダイヤルの〈▲&/鸟]〉/ <Tf> ボタ 
ンを押して、[言語演](上から己番目の項 
目）を選び、〈囚 / SET 〉 を押します。 



EMQ 


English 
巧が中で： 


■ 0K 


3言語を設定する 

♦電子ダイヤルの〈▲&/鸟]〉/ <Tf> ボタ 
ンを押して言語を選び、〈囚 / SET 〉 を押し 
ます。 

表示言語び切り換わります。 
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レンズを取り付ける/取りかす 

このカメラでは、 EF - M レンズ、 EF レンズ、 EF - S レンズを使用できます 。 EF 
レンズ、 EF - S レンズを取り付けるとさは、マウントアダプター EF - E 日 S M び必 
要です。 


取り付け方] 



1キャップを外す 

参レンズのダストキヤップとボディキャップ 
を矢印の方向に回して外します。 


指標 



2 レンズを取り付ける 

• レンズの取り付け指標とカメラ側の取り付 
け指標を合わせ、レンズを矢印の方向に「力 
チッ」と音びするまで回します。 



ゴミやほこりについて、普段か5切下のことに注意してください 

参レンズの交換は、ほこりの少ない場所で素早く行ラ。 

参レンズを取り外してカメラを保管するとさは、ボディキャップを必ずカメラに取り付 
ける。 

参ボディキャップは、 3' ミやほこりを落としてからカメラに取り付ける。 
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レンズを取り付ける/取り外す 


gXD かし方 



レンズ□ック解除ボタンを巧しなが5、 
レンズを矢印の方向に回す 

♦回転び止まるまで回してから、取り外しま 
す。 

♦取り外したレンズにダストキヤップを取り 
付けます。 



ズーム操作は、レンズのズーム IJ ングを手で 
回します。 

ズーム操作は、ピント合わせの前に行いま 
す。ピントを合わせたあとでズーム操作を行う 
と、ピントがズレることがあります。 


参レンズで太陽を直接見ないでください。失明の原因になります。 

♦自動ピント合わせのときに、レンズの先端（フオーカス IJ ング）び動くレンズは、 
動いている部分に触れないでください。 

♦本機では、一部のレンズのフオーカスプ IJ セット機能は使えません。また 、 J の一 
ズーム EF35-8 日 mm F4-5.6 を装着してをパワーズームは動作しません。 

0レンズの焦点距離（撮影画角）について 

撮影画面は、 35mm 判カメラの撮影画面 
よりルさいため、装着したレンズの焦点 
距離（有効撮影画角）は、「表記焦点距離 
X約1.目倍」相当になります。 

例： ]8-55mm の焦点距離のレンズは 35mm 判カメラ換算で約 29-88mm になりま 
す。 


撮影画面（約） 
(22.3X1 4.9mm) 

3已 mm 判フィルム撮影 
画面 (36 X 24mm) 
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レンズの手ブレ補正機能について— 

にレンズに内蔵された手ブレ補正機能を使用すると、撮るとさのわずかなカメ 
ラの動さ（手の揺れ）を補正して、鮮明な写真を撮影でさます。 

* IS は 、 Image Stabilizer (イメージスタビライヴー)の略で、手ブレ補正機能のことです。 

* EF レンズ、 EF - S レンズ、についてはカメラ使用説明書 PDF を参照してください。 


EF - M レンズ（メニユーで操作するレンズ）の場を 


メニュー*で設定します。ご購入時は「入」に設定されています。 



1メニューを表示する 

•〈 MENU 〉 ボタンを押します。 


a d 〇 囚囚 > f 

， *。 

AF ちな 

ライプ 1 点 AF 

ンテイニユ了ス AF 

しない 

フオーろスモード 

AF 

レンスの手フレ巧置 

A 

レンブ光学補正 


> [02] タブの[レンズの手ブレ補正]を選 

ぶ 

• <◄*> /〈►因〉 ボタンを押して、 [02] 
タブを選びます。 

• 〈▲&/ 鸟 ]〉 / < Tf > ボタンを巧して [レン 

ズの手ブレ補正] を選び、〈囚 / SET 〉 を押し 

ます。 



3 [入]を選ぶ 

• 〈▲&/ 鸟 ]〉 / < Tf > ボタンを押して [入] 
を選び、〈囚 / SET 〉 を押します。 

•〈 MENU 〉 ボタンを押します。 


メニューは手ブレ補正機能びある EF - M レンズを取り付けたときに表示されます。 
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レンズの手ブレ補正機能について 


手ブレ補正機能を ffi つて撮影する 



1シャッターボタンを半押しする 

手ブレ補正機能び働さます。 



2 撮影する 

♦液晶モニターに見える像び安定したことを 
確認してから、シャツターボタンを全押し 
して撮影します。 


^ ♦被写体び動いてしまラ「被写体ブレ」は補正でさません。 

♦バルブ撮影時は、手ブレ補正を 〈 OFF 〉 にしてください。 〈 ON 〉 で撮影すると、 
手ブレ補正機能び誤作動することびあります。 

参大さく揺れ動く乗り物などから撮影するとさは、手ブレ補正効果び十分に得られ 
ないことびあります。 

S 1 ♦手ブレ補正機能は、どのフオーカスモードでを働さます。 

参手ブレ補正を 〈 OFF 〉 にすると液晶モニターに((，1脱び表示されます。 

参兰脚使用時に手ブレ補正び 〈 ON 〉 でを問題なく撮影でさますび、電池の消耗を防 
ぐため、手ブレ補正を 〈 OFF 〉 にすることをおすすめします。 

参一脚を使用した撮影でを、手ブレ補正効果び得られます。 


33 






撮影の基本操作 


カメラの構え方 


手ブレのない鮮明な画像を撮るために、カメラび動かないよラにしっかり構え 
て撮影します。 



①ち手でグリツプを包むよラにしっかりと握ります。 

③左手でレンズを下から支えるように持ちます。 

③ ち手人差し指の腹をシヤツターボタンに軽くのせます。 

④ 脇をしっかり締め、両ひじを軽く体の前に付けます。 

⑥片足を軽く踏み出して、体を安定させます。 



動画撮影時には、マイクをふさびないように 
してください。 
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撮影の基本操作 


シャツターボタン 


シャッターボタンはこ段階になっています。シャッターボタンを浅く押すこと 
を「半押し」といいます。半押しからさらに深く押すことを「全押し」といいます。 



半巧し 

自動でピントと露出を調整します（シャッ 
ター速度と絞り数値を調整します)。 

露出値（シャッター速度と絞り数値）び、表 
示されます（运16)。 



全巧し 

シャツターび切れて撮影します。 


手ブレしにくい撮影のしかた 

手にしたカメラび撮影の瞬間に動くことを「手ブレ」といい、全体びぼやけた 
よラな写真になります。鮮明な写真を撮るために、次の点にを意してください。 

•前ページの『カメラの構えち』のよラに、カメラび動かないよラしっかり構 
スる。 

. シャツターボタンを半押ししてピントを合わせたあと、ゆっくりシャッター 
ボタンを全巧しする。 


S 1 参シャッターボタンを一気に全押ししたり、半押し後すぐに全押しすると、一瞬の 
間を置いてから撮影されます。 

参メニュー画面表示中、画像再生中、画像記録中でを、シャッターボタンを半押し 
すると、すぐに撮影準備状態に戻ります。 
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クイック設定 

液晶モニターに表示されている撮影機能を直接選択して、直感的な操作で機能 
を設定でさます。この操作を「クイック設定」といいます。 

クイック設定には、囚クイック設定と INFO . クイック設定の2種類びあります。 

1囚クイック設定 

•画面の[囚]をタッチする。または〈囚/ 
SET ) を押します。 

INFO . クイック設定 

• 次ページの INFO . クイック設定画面び出るま 
で 〈 INFO .〉 ボタンを押します。 

クイック設定の画面になります。 

2 機能を設定する 

• 設定する項目をタッチします。 

選んだ機能の内容と、機能ガイドび画面に 
表示されます。 

• 表示される画面で機能をタッチして設定し 
ます。 

今 〈 INFO .〉 ボタンを押して、詳細設定する機能 
ちあります。 

•設定する項目を選んだり、機能を設定する 
のは電子ダイヤルの〈◄乂〉/〈►因〉ボ 
タンを押す、〈▲&/ 鸟 ]〉/ < Tf > ボタン 
を押す、ダイヤルを回す、でち操作でさま 
す。 
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クイック設定 


シーンインテ U ジェントオート 

囚クイック設定 



INFO . クイック設定 






3撮影する 

< ♦シャッターボタンを押して撮影します。 
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クイック設定 


クイック設定で設定できる機能 


AF 方式 （ P .66) 
AF 動作（-►を€3巧） 
記録画質（—を G 巧） 
ク IJ エイティブ 
フイルター 



オートライティング 
オプテイマイヴ （ P .47) 


測光モード（-►をの B ) 


シャツ ター速度（一をがな）一 I I —絞り数値 I 一をの aj 


撮影 モード （ P . 15、 ] 目) 


露出補正/ AEB 設定 
ホワイトバランス補正 
ホワイトバランス 
AF 方式 （ p .66 )-l 



AF 動作（―をの3 


高輝度側•階調優先（^をが田） 

に日感度卜をの3) 

調光補正（一をがな） 

オートライティング 
オプテイマイヴ （ P .47) 


記録画質（^をがな) 
撮影可能枚数 ( P .26) 


ホワイトバランスブラケティングー 
ドライブモード （ P .74) 


L ピクチャースタイル（一をがな） 
一測光モード（-►をの a ) 
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MENU 


メニユーの操作と設定 


このカメラでは、記録画質や曰付/時刻など、さまざまな設定をメニューで行い 
ます。メニューの操作は、 〈 MENU 〉 ボタン、電子ダイヤル、〈囚 / SET 〉 を使って 
行います。 



ゾニュー画面— 

撮影モードによって、使い方に合わせたメニューび用意されています。 



かんたん撮 g ゾーン 


みなぶ 

ウ ij エイティブオート 
田化の巧るごか fin のなかし再を， 

スボの R 化なピを 

じ SE できを 白 ftlig モードでず 




cfd ゴお0卜 

記扬 ffitf 

IL 

ヴリッド 

まをしなし、 

なお時ヒストグラム 

切 

カードなしレリース 

ON 

废お函をの搭認時同 

測 


oddest f 

;^^1；^ 

記沒 gg 

化 ■ 

ヴリツド 

まをしない 

由お時ヒストヴラム 

切 

カードなしレリーズ 

ON 

度を面橡の IT 註時同 

測 
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^ WII 1 メニューの操作と設定 


応用撮緊ゾーン 


囚再生- 



〇撮影- 


M Av Tv I^P I 

ブ D グ p ム化 

シでッタ ーs 巧ヒ巧 L」c ■が egg 巧 
ごれまず。モのがの Rg け自由に巧を 
でさます 


1 


機能設定 
★マイメニュー 

] L 


タブ (\ 


a 〇 〇 a 囚覃卜。み • fr — を 

記録面質^ ITJL ^_ 

アスペクト比 3:2 

クリツド 表示しない 

撮影時ヒストグラム切 
力ードなしレリーズ ON 

撮影画樣の確認時間2巧 
か部スト n ボ制細 


メニュー項目 


メニュー内容 


動画撮影 



a 〇 〇 a ろ囚因 

V V 

6 醜せ イスー 

下顽加—が橫 

塚育 

才ート 

ビデオスナジフ 

拓 K しなし、 

曲 国サーポ AF 

しない 

岛国記 II 中 ゆシャツターボタンが OFF 
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HQ メニューの操作と設定 


メニュー機能の設定操作 


〇 d ゴゴ お占扛 * 

記録唐 貧 

IL ■ 

アスペクト比 

3:2 

グリッド 

表示 b なし、 

撮お時ヒストグラム 

の 

力ードなしレリース 

ON 

扭お国塚の语話時固 

2巧 

さ卜部スト□ボ勒 il 


a di d a 囚囚 s 

V * 

S 出瓶 E/aeb 誠 

-2ぃ1 ぃ田， J + ツ 

I の霞度 

才ート 

ISO オート 

±mm 

オートライティングオブティすイ巧 k 

お壯ード 

國 

a 光タイ7 — 

160 

タツチシャヴ ター 

しない 


1メニューを表示する 

•〈 MENU 〉 ボタンを押します。 


2 タブを選ぶ 

• <◄*> /〈►因〉ボタンを押してタブ（系 
統）を選びます。 

• 例えば、本文中の [03] タブは、〇 ( 撮 
影）タブの左から 3 番目〔0=0を選んでい 
る画面のことです。 



5項目を選ぶ 

♦〈▲&/鸟]〉/ < Tf > ボタンを押して項目 
を選び、〈囚 / SET 〉 を押します。 


I d 〇 a 囚お 


ISO 才ート 


>上限扣〇 
上限巧 00 
上度 3200 

上®6400 


4内容を選ぶ 

• 〈▲&/鸟]〉/ < Tf > ボタンまたは〈ィ乂〉 
/〈►因〉ボタンで内容を選びます。（〈▲&/ 
鸟]〉/〈平®〉ボタンで選ぶ内容と、〈ィ乂〉 
/〈►因〉ボタンで選ぶ内容びあります） 

• 現在設定している内容は青色になります。 


a d d a 囚回 

V V * 

S 出瓶 E/aeb 訝を 

つ + ん，扎ん口 

邮廣度 

オート 

ISO 才ート iJBsoo 

オートライティングオブティマイ ES 

m モード 

图 

巧がタイマー 

け秒 

タツチシヤジター 

しない 


5内容を設定する 

• 〈囚 / SET 〉 を押すと設定されます。 

5設定を終了する 

♦〈 MENU 〉 ボタンを巧すと表示び消え、撮影 
機能の設定画面に戻ります。 


0参手順2では〈類〉を回してタブを選ぶことをでさます。 

♦手順2〜已は、液晶モニターをタッチして操作することをでさます （ P .45)。 
♦操作の途中でキャンセルするとさは、 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 
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MENU 


カードを初期化する 


新しく買ったカードや、他のカメラ、パソコンで初期化したカードは、この力 
メラで正しく記録できるように、初期化（フオーマット）してください。 

( I 力ードを初期化すると、力ードに記録した内容は、画像だけでなくすべて消 
去されます。プ□テクトした画像も消去されまずので、言己録内容を十分に確 
認してか!5巧期化してください。必要な記録内容は、初期化する前に必ずパ 
ソコンなどに保存してください。 


a d ゴおお,タト;卜。 

フオルグ運お 

国を番号 通し香号 

巧の S 面操回時表あする OU 
f カード初曲化 _ I 


カード初 巧 化 

力ードを初朗化しまず 
すべてのデータが消去されまず 


3.76 GB 度用 3.31 GB 

iJIlSl 巧巧フォ ー7 ツト 

キャンわルI~~ 0K ~~ ] 


r - -1 

3 76日啤用 3ぶ GB 

imi イ方巧つオーマット 


キャン fe ル！! 0 K I 


1[力ード初期化]を選ぶ 

• [ VI ]タブの 访ード初期化] を選び、 〈囚 / 
SET ) を押します。 


2 初期化する 

• [0 K ] を選び〈囚 / SET 〉 を押します。 

-► 初期化び終了すると、メニューに戻ります。 


• 物理フォーマッ トを 行う ときは、 〈 INFO .〉 ボ 
タンを押して、 [物理 フォーマット] の擲こ〈>/〉 
び付いた状態で [0 K ] を選びます。 
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HQ 力ー ドを初期化する 


おこんなときに[力ード初期化]を巧います 


♦新しく購入したカードを使うとき 
•他のカメラやパソコンで初期化されたカードを使うとき 
• 力ー ドの中が画像やデータでいっぱいになったとを 
•カード エラーが 表示されたとき （一臂が な） 


物理フ オーマツ トとは？ 

♦物理フオーマットは、カードへの記録/読み出し速度び遅くなったと感じたとさや、 
データを完全に消去するとさなどに行います。 

•物理フオーマットは、カード内の全記憶領域に渡って初期化を行うため、通常のカー 
ド初期化よりをやや時間びかかります。 

•物理フオーマット中に [キャンセル] を選ぶと、初期化を中止でさます。中止した場合 
でを、通常の初期化は完了しているため、カードはそのまま使用でさます。 


^ ♦カード内のデータは、初期化や削除をしてを、ファイルの管理情報び変更される 
だけで、完全には消去されません。譲渡•廃棄するとさは、注意してください。 
カードを廃棄するとさは、物理フォーマットを行ったり、カードを破壊するなど 
して個人情報の流出を防いでください。 

参新しい Eye - Fi 力ードを使用ずるときは、力ード内のソフトウェアをパソコンにイ 
ンス I ルしてか5、カメラで力ードを初期化してください。 

0参カード初期化画面に表示されるカードの総容量は、カードに表記されている容量 
よりを少なくなることびあります。 

参本機器は、 Microsoft からライセンスされた exFAT 技術を搭載しています。 
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液晶 モニターの 表示切り換え 


INFO . クイック設定 



•〈 INFO .〉 ボタンを押すたびに、ライブビュー 
画面、 INFO . クイック設定 （13.36) び切り換 
わります。 


メ ニユー 


〇 〇 a 囚囚卜 f 


記疫田質 

■し ， 

ヴ リツド 

まをしない 

巧お時ヒストヴラム 

切 

カードなしレ U —ズ 

ON 

法が面橡の培認時同 

測 


♦〈 MENU 〉 ボタンを巧すと表示され、 
ちラー度押すと、ライブビュー画面 
に戻ります。 


撮影した画像 



• 〈囚〉ボタンを押すと表示され、ち 
ラー度押すと、ライブビュー画面に 
戻ります。 


0 メニューや撮影した画像び表示されている状態でを、シャッターボタンを押すと、す 
ぐに撮影でさます。 
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b タッチパネルと電子ダイヤルで操作する— 

液晶 モニター （タッチパネル）に指で触れて操作でさます。 

また、背面にある電子ダイヤルは、回転して選ぶ、上下左ち4方向と中必を押 
す、の機能を持っています。 

このカメラでは、液晶モニターに表示されている項目を直接タッチする、電子 
ダイヤルを操作（回す、上下左ちを押す）して項目を選び中必のボタンを押す、 
のどちらでち操作でさます。 


タッチパネル 


タッチ 

画面例（クイック設定) 




•液晶モニターに、指を触れて、指を離しま 
す。 

• 液晶モニターに表示されるメニューやアイ 
コンなどを選択するときに使います。 
♦タッチ操作びでさるアイコンは、枠で表示 
されます（メニュー画面を除く）。 

• [亡]をタッチすると、元の画面に戻ります。 


タッチででさる操作 

♦〈 MENU 〉 ボタンを押したあとのメニュー機能の設定 
• クイック設定 

• 〈▲&/鸟]〉/〈▼苗〉/〈ィ乂〉/〈►因〉ボタンを押したあとの機能設定 
♦ タッチシャッター 
• 再生の操作 


45 






6 タッチパネルと電子ダイヤルで操作する 


ドラッグ 

画面例（メニュー画面) 



画面例（目盛り表示) 


♦液晶モニターに、指を触れたまま動かしま 
す。 



ドラッグででをる操作 

•〈 MENU 〉 ボタンを巧したあとのメニュー画面のタブや項目の選択 
• 目盛り表示の設定 
• クイック設定 
• 再生の操作 


電子ダイヤル 



回転させたり、上下左ち4方向に押すことで、機 
能を選びます。 

中必の〈囚 / SET 〉 を巧すことで、選んだ機能を 
設定します。 
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カメラと一緒だと、令まで気び付かなかった 
風景び見えてさます。 

膝をついてをいいように、気軽な服装で、力 
メラを片手に出かけましょう。 

最初は、「面白い」と感じる被写体探しから。 



シーンインテ U ジェントオート+ 
かんたん撮影ゾーン 


この章では、シーンインテリジェントオートとかんたん撮影ゾーン 
を使って撮影する方法を説明しています。 

かんたん撮影ゾーンでは、「シャッターボタンを押すだけ」び基本で 
すび、背景をぼかしたり （ P .己己）、雰囲気をつけたり（一をがな）、さ 
らに明かりや状況に合わせたりする（一臂<3巧）ことで、少し工夫し 
て、自分だけの写真を撮影でさます。 



0オートライティングオプティマイザ機能について 

かんたん撮影ゾーンでは、撮影結果に応じて、画像を好ましい明るさ、コ 
ントラストに自動補正するオートライティングオプティマイヴ機能（一 
をのな）び働さます。応用撮影ゾーンでを初期状態で機能します。 








苗 + を輔で撮る（シ-ンインテリジ I ントオ-卜）— 

〈匹 r 〉 はカメラまかせの全自動撮影びできるモードです。カメラが撮影シーン 
を解析し、シーンに適した設定を自動的に行います。 

シーンインテ IJ ジェントオートでは、ピント合わせはすべて自動です。メニュー 
やクイック設定で3つの AF 方式から選べます。 

[ V 願)+追尾優先 AF ] を選ぶと、人の顔を検知してピントを合わせます ( p .66 )o 
[ライブを点 A 円 は動いている被写体にピントを合わせやすい AF です （ P .68)。 [ラ 
イブ1点 A 円 では]つのフレームで狙った被写体にピントを合わせられます 
( P .69)。 

ここでは、 [ V 爛） + 追尾優先 A 円 での撮影のしかたを説明します。 



1モードダイヤルを〈が〉にする 


2 AF フレームを確認する 

♦顔を検知すると、ピント合わせを行う AF フ 
レーム〈：：〉び顔の部分に表示されます。 

♦画面をタッチして、顔または被写体を選ぶ 
ことちでさます。顔じ(外のとさはた：〉び 
表示されます。 

•顔び検知されないとさや、画面をタッチし 
て顔または被写体を選択しなかったとさ 
は、ライブ多点 AF の自動選択 （13.68) に 
切り換わります。 
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匹 r 全自動で撮る（シーンインテリジェントオート） 



3ピントを合わせる 

♦シャッターボタンを半押しすると、ピント 
を合わせます。 

今ピントび合ラと AF フレームび緑色に変わ 
り、「ピピッ」と電子音び鳴ります。 





4撮影する 

• シャッターボタンを全押しします。 

今液晶モニターに撮影した画像び約2秒間表 
示されます。 


0 •<[!?> モードで、自然や屋外シーン、または夕景シーンを撮ると、より印象的な 
色あいの写真になります。なお、好みの色あいにならなかったとさは、応用撮影 
ゾーンで、〈區空]〉似外のピクチャースタイルを選んで撮影してください（一 

参映像の視野率は、約99% (記録画質 JPEG JL 時）です。 

参連続撮影時は、 ] 枚目の露出で2枚目似降を撮影します。 

♦カメラを操作しない状態び続くと、[>2: 節電機能] の [液晶の消好] の設定時間で、 
自動的に液晶モニターび消なします。液晶モニター消な後、 [電源 オフまで] の設定 
時間で、自動的に電源び切れます。 

参別売のステレオ AV ケーブルや、別売の HDMI ケーブルを使用すると、撮影中の映 
像をテレビに表示でさます（-►をの0)。 
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匹 f 全自動で撮る（シーンインテリジェントオート) 


^1こんなとをは 

• AF フレームが緑色に変わ5ず、ピントが合わない 

明暗差（コントラスト）のある部分に AF フレームを合わせ直して シャッ 
ターボタンを半押ししてください。また、近づきすざているとピントび合わな 
いことびあります。離れて撮影してください。 

• 複数の AF フレームが 緑色になる 

緑色になったすべてのフレームの位置にピントび合っています。被写体に合 
わせた AF フレームち緑色になっているとさは、そのまま撮影してください。 

• シャッターボタンを半巧ししてもピント合わせをしない 

EF 、 EF - S レンズ使用時は、レンズのフォーカスモードスイッチび <MF> 
(手動ピント合わせ）になっていると手動ピント合わせになります。フォーカ 
スモードスイッチを <AF> (自動ピント合わせ）にしてください。 


スピードライト 90 EX を取り付けているとき I (一をがな） 

(スト□ボ撮影では、シャッターボタンを全押ししてから撮影するまで少し時間びかかりま 

す） 

• 明るい日中なのにスト□ボ撮影になった 

逆光状態の撮影では、被写体の影を和らげるためにスト□ボ撮影になること 
びあります。スト□ボを発光させたくないとさは、スト□ボの電源を 〈 OFF 〉 
にしてください。 

♦スト□ボび発光して、かなり明るい写真になった 

被写体から離れて撮影してください。スト□ボ撮影時に、被写体びおいと、 
かなり明るい写真になることがあります。 

♦スト□ボび発光したのに暗い写真になった 

被写体から離れすざています。『スト□ボ撮影でをる距離の目安』 

(一をがな）を参考にして撮影してください。 

♦スト□ボ撮影した6、画面の下側が不自然に暗くなった 

被写体に近づさすざて、レンズの影び写り込んでいます。上離れて撮 
影してください。また、レンズ先端にフードび付いているときは、外して撮影 
してください。 
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を自動を使いこなす（シ■ンインテリジ I ントオ■卜） ■ 

デジタルカメラでは、少し多めの容量のカードを用意するのびコツ。構図やモー 
ド選びに迷ったら、思い切って両方を撮ってみましよラ。少しぶれてしまった写 
真でも、気持ちの伝わるものもあります。失敗したり、イメージと違った写真は 
後から消せばいいので、気軽に撮影しましよラ。 


構図を変えて撮影する 



シーンによっては、被写体を中央ではなく、画面のちや左に配置して、背景ち 
入れることで、バランスちとれて、奥行さのある写真になります。 

止まっている被写体にピントを合わせると、シャッターボタンを半押ししてい 
る間、ピントをその被写体との距離に固定(□ック）します。そのまま、ちや左に 
カメラを動かして、シャッターボタンを全押しして撮影します。これを「フオー 
カス□ック撮影」といいます。かんたん撮影ゾーンの他のモードでもフオーカス 
□ック撮影びできます（く*^〉スポーツを除く）。 
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匹 f 全自動を使いこなす（シーンインテリジェントオート) 


シーン判別のアイコンー覧 

〈が〉モードで撮影するときは、カメラび判別したシーンアイコンび表示され 
ます。 



\ 被写体 

人物* 1 

人!^ソ外①被写体 


背景 

■ 

動いてい 
るとを 

自然や 
屋外シーン 

動いてい 
るとを 

近いとさ"^ 

背景色 

明るぃ ^ 

社 

巧 

巧 

団 

巧 

の 

灰色 


逆光 

と 

た 

mb 

•立。 

化 

青空を含む 

巧 

巧 

団 

巧 

の 

水色 


逆光 

の 

& 

mt 

mb 

Mb 

夕景 

*3 

巧 

*3 

オレンジ色 

スポットライト 

因 

U 

m 


暗い 

R 

団 

の 

組色 


= 脚使用時 

巧 r 

*3 

が* 己 

*3 



*1 : AF 方式を [V+ 追尾優先 A 円に設定しているとさのみ表示されます。それ似外の AF 方式 
を設定しているときは、人物を検知しても「人似外の被写体」のアイコンび表示されます。 

*2: 距離情報を持っているレンズを使用しているとさに表示されます。なお、エクステン 
シヨンチューブやク□ーズアップレンズ併用時は実際のシーンと異なるアイコンび表示 
されることびあります。 

*3 :判別可能なシーンから選ばれたアイコンび、適宜表示されます。 

*4: 撮影シーンび暗いとさや、夜景を撮影するとさに、兰脚などでカメラを固定すると表示 
されます。 

* 己：下記のレンズ使用時に、表示されます。 

- EF 24 mm F 2.8 IS USM . EF 28 mm F 2.8 IS USM 

- EFSOOmm F 2.8 L IS II USM . EF 4 日日 mm F 2.8 L IS II USM 
- EF 已日日 mm F 4 L IS II USM . EF 目日日 mm F 4 L IS II USM 

- EF - S 18-5 已 mm F 3.5-5.6 IS II - EF - S 18-135 mm F 3.5-5.6 IS STM 
- EF-S 已 5-25 日 mm F 4-5.6 IS II . 2012 年似降に発売された IS レンズ 

* シーンによっては、実際のシーンと異なるアイコンび表示されることびあります。 
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撮影モードを選ぶ 


m 1画面左上の撮影モードアイコンをタッチ 

〜^ ^ 弯^^‘ する 

' • 撮影モード選択画面び表示されます。 



2画面をタッチしてモードを選ぶ 

"■参 INFO . クイック設定でち設定でさます。 


■ 


の場合 


画面両端の矢印をタッチすると、画面び左ちに切り換わります。 

撮影モードの画面は3ページあり、応用撮影ゾーンび]ページ、かんたん撮影 
ゾーンび2ぺージです。 

応用撮影ゾーン 

M :マニュアル 、 Av :絞り優先 AE、Tv :シャッター優先 AE、P :プ□グ 
ラム AE から選びます。 

かんたん撮影ゾーン 

回：ク IJ エイティブオート、み：ポートレート、風景、 A : ク□-ズ 
アップ、咬：スポーツ、曰：夜景ポートレート、巧：手持ち夜景、ぶ： HDR 逆光補正 


民の場合 I 


•ス：自動露出、•が：マニュアル露出 
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画クリエイティブオートで撮る 

〈回〉モードでは、かんたんな操作で背景をぼかしたり、ドライブモード、取 
り付けたスト□ボの発光を簡単な操作で変更でさます。また、どんな雰囲気に写 
真を仕上げたいかを、選んで撮影でさます。なお、ご購入時の設定は、〈が〉モー 
ドと同じです。 

* CA は 、 Creative Auto (ク U エイティブオート）の略です。 



^モードダイヤルを〈〇〉にして、画面で 
〈画〉を選ぶ 


2 クイック設定画面を表示させる 

• [背景をぼかす/くっきり] じ(外の囚クイック設 
定では効果を確認しなびら設定でさます。 


3機能を設定する 

♦機能を選び、[亡]をタッチします。 

-► 選んだ機能の内容と、機能ガイド 
(一臂の a ) び画面に表示されます。 
♦機能の設定ち法と内容については、次ペー 
ジを参照してください。 


4撮影する 

• シャッターボタンを押します。 
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画クリエイティブオートで撮る 


①雰囲気を選んで撮影する（囚 クイック設定/ INFO . クイック設定） 

どんな雰囲気に写真を仕上げたいかを選んで撮影でさます。 

⑥ 背景をぼかす/くつきりさせる（囚 クイック設定/ INFO . クイック設定) 



カーソルを左に動かして撮影すると、被写体の背景をぼかした写真になりま 

す。ちに動かして撮影すると、被写体の背景をくっさりさせた写真になります。 

背景をぼかしたいときは、己6ページの『人物を写す』を参考にして撮影します。 

なお、使用レンズや撮影条件によっては、ぼけた写真にならないことびあり 

ます。スト□ボ撮影時は設定び無効になります。 

③ ドライブモード ( INFO . クイック設定） 

〈□>1 枚撮影： ] 枚だけ撮影します。 

〈鸟 ]〉 連続撮影： シャッターボタンを押している間、連続して撮影します。1秒 
間に最高約 4.3 枚を連続して撮影でさます。 

〈！&〉セルフタイマー：10秒/リモコン： 

シャッターボタンを押すと、 ] 日秒後に撮影します。 IJ モコン 
撮影ち巧能です。 

〈&2〉 セルフタイマー： 2 秒： 

シャッターボタンを押すと、2秒後に撮影します。 

〈& C 〉 セルフタイマー：連続撮影： 

[▲]/[▼] をタッチして撮影する枚数に〜]日）を設定しま 
す。シャッターボタンを押すと、 ] 日秒後に設定した枚数を連 
続撮影します。 

④ 90 EX を取り付けたときのスト □ ボの発光（囚 クイック設定/ INFO . クイック設定) 

〈が〉 スト□ボ自動発光 ：必要に応じて自動的に発光します。 

〈いスト□ボ発光 ：常時スト□ボび発光します。 

〈⑤〉 スト□ボ発光禁止 ：スト□ボは発光しません。 

* 90 EX _ tU 外のスト□ボを取り付けたとさは、強制発光になります。 


0撮影モードを変えたり、電源を 〈 OFF 〉 にすると、この画面で設定した内容びご購入 
時の状態に戻ります。ただし、 AF 方式、記録画質、セルフタイマー、 IJ モコンの設 
定、および設定可能な撮影モードであればク U エイティブフィルターの設定はそのま 
ま保持されます。 
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み人物を写す（ポートレート） 

背景をぼかして人物を浮さ立たせた写真を撮りたいとさに。肌や髪の毛の感じ 
び柔らかな写真にな0ます。 



ミな:-撮影のホイン K 


• 人物と背景ができるだけ離れている場所を選ぶ 

人物と背景び離れているほど、背景のボケちび大さくなります。また、背景 
びすつさりしていて暗いほど人物び浮さ立ちます。 

• 望遠レンズを使用する 

ズームレンズのときは、レンズを望遠側にして、人物の上半身び画面いっぱ 
し M こ入るよう人物に近づきます。 


♦顔にピントを合わせる 

ピント合わせのときに、顔の位置にある AF フレームび緑色になったことを 
確認して撮影します。 


0 ♦初期設定では、〈回〉（連続撮影）び設定されています。シャッターボタンを押し 
続けると、連続撮影 （1 秒間に最高約 4.3 枚）して表情やポーズの変化を写すこと 
びでさます。 

♦ ポートレートモードでは、スピードライト9日 EX などのスト□ボ使って撮影するこ 
とをおすすめします。 


56 








u . 風景を写す（風景） — 

広びりのある風景など、おくから遠くまでピントの合った写真を撮りたいとさ 
に。空や緑び鮮やかで、とてちくっさりした写真になります。 


画み[^必 

恩录 

an の»おじ g してま寸。 

巧くか5这くまでビントヴをい、 
くつきりしに B じじな y ます 


根撮影のポイント 



• ズームレンズは広角側にする 

ズームレンズのときは、レンズを広角側にすると、近くから遠くまでピント 
の合った写真を撮影でさます。また、風景の広がりち表現でさます。 

♦夜景を撮影するときは 

<：4> ではスピードライト9日 EX を取り付けていても発光しないため、夜景 
を撮影でさます。手持ち撮影では手ブレしますので、王脚を使用して撮影しま 
す。 
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化巧やか物を大きく写す（クローズアップ）— 

花やル物などに近づいて大さく写したいとさに。別売のマク□レンズを使用す 
ると、ルさなちのをより大きく写すことびできます。 



部:撮影のポイント 


♦すっきりした背景を選ぶ 

背景に花や葉などびなく、すっさりしているほど、巧や小物び浮さ立ちます。 

♦写したいものに、できるだけ近づく 

最ち近づ<ことびでさる距離（最短撮影距離）は、使用しているレンズで確 
認してください。レンズによっては、 〈 ift 0.25 m /0.8 ft 〉 といラよラに書かれて 
いるちのちあります（この例では、2己センチまで近づけます）。なお、最短撮 
影距離は、アクセサリーシューのち側に刻印されている〈み〉（撮像面マー 
ク）から被写体までの距離です。近づさすざるとピントび合いません。 

• ズームレンズは望遠側にする 

ズームレンズのとさは、望遠側にすると大きく撮影でさます。 
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^ 動をのあるちのを写す（スポーツ）— 

動いているちのにピントの合った写真を撮りたいとさに。 



• 連続撮影する 

シャッターボタンを半押しすると、ピント合わせび始まると同時に AF フレー 
ム枠び固定されます。 

ピントを合わせている間、電子音び鳴り続け、ピントび合わないと AF 枠び才 
レンジ色になります。 

シャッターチャンスびきたらシャッターボタンを全押しします。そのまま 
シャッターボタンを押し続けると、ピントを合わせ続けなびら連続撮影して動 
きの変化を写すことびできます。連続撮影するときの1秒間の最高撮影枚数は、 
レンズによって異なります。 

-約1 .7 枚/秒： EF - M 1 8-已已 mm F 3.5-5.6 IS STM 使用時 
-約1 .2 枚/秒： EF - M 22 mm F 2 STM 使用時 
•約 4.3 枚/秒： EF 、 EF - S レンズ使用時 


^手ブレしやすい暗い場所では、左下の数値（シャッター速度）び点滅します。カメラ 
び動かないよラにしっかり構えて撮影してください。 
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曰願と人物を写す（夜景ポ-卜い卜） (5 脚を使う）^" 

スピードライト 9 日 EX を取り付けて、人物と、その背景にある美しい夜の街並 
みや夜景を明るくされいに写したいとさに。 


^国]因ぶ 

巧 SI ポートレート 

夜*だ«景にした人な g ® に S してい 
まず。 g 巧にはストロボが6史で寸， 
また、己 g の宙巧をだすすめします 


部:-撮影のポイント 



• 広角レンズと兰脚を使用する 

ズームレンズのとさは、レンズを広角側にすると、広い範囲の夜景を撮影で 
さます。また、手持ち撮影では手ブレしますので、王脚を使用して撮影します。 

♦人物も写真に入れるとさは 

スト□ボの電源を 〈 ON 〉 にしていると、暗い場所ではスト□ボび自動発光 
して人物をされいに写します。 

撮影した画像はその場で再生し、画像の明るさを確認することをおすすめし 
ます。人物び暗いときは、おづいて撮影してください。 

なお、スト□ボの届く距離は『スト□ボ撮影でさる距離の目安』 

を参照してください。 

スト□ボを使用しないとさは、人物のいない夜景の撮影に使います。 

• ほかの撮影モードでも撮影しておく 

ブレた写真になりやすいので、〈匹 r 〉 と 〈因〉 でも撮影しておくことをお 
すすめします。 


0参スト□ボび発光してもすぐに動かないように、写される人に声をかけてください。 
•セルフタイマー併用時に、スト□ボび発光するとさは、撮影終了時にセルフタイ 
マー/ AF 補助光ランプび一瞬光ります。 

参夜景など、点状の光源び画面内にあるとさは AF でピントび合いにくい場合びあり 
ます。このような場合は、 AF 方式で [ライブ 1点 A 円を選んで撮影することをおす 
すめします。それでをピントび合いにくい場合は、フオーカスモードを [ M 円に 
して手動でピントを合わせてください。 
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匹夜景を写す（手持ち夜景） 

カメラを手で持ったまま夜景を撮影するとさに。]回の撮影で4枚連続撮影し 
て、手ブレを抑えた明るい静止画を1枚記録します。 



根撮影のポイント 


♦カメラをしっかり構える 

撮影中、カメラび動かないようにしっかり構えます。手ブレなどにより、画 
像のズレ量び大さいと、画像の位置合わせび正確に行われないことびありま 
す。 


スピードライト 90 EX を取り付けているときは 


• 夜景だけを撮るときはスト□ボの電源を OFF に 

夜景だけを撮るとさはスト□ボを使わないで撮影します。 

• 人物も一緒に撮るときはスト□ボの電源を ON に 

人物もされいに写るよラ、初めの]枚びスト□ボ撮影になります。4枚撮影 
し終わるまで人物び動かないよラに注意してください。また、人物との距離は 
『スト□ボ撮影できる距離の目安』（一臂<3巧）を参照してください。 
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ぶ逆がシーンを写す （ HDR 逆巧補正）— 

明るいところと暗いところび混在する逆光シーンなどを撮影するときに。]回 
の撮影で明るさの異なる3枚を連続撮影し、白とびや黒つぶれを抑えた静止画を 
1枚記録します。 


^因匹! 

ぶ 

HDR を淵巧 


巧由をの大きいシーシで白ヒびや 

1 つぶれを 巧 巧しまず C 
诫瓶されます 

ご 


ミな:-撮影のポイント 


• カメラをしっかり構える 

撮影中、カメラび動かないようにしっかり構えます。手ブレなどにより、画 
像のズレ量び大さいと、画像の位置合わせび正確に行われないことびありま 
す。 
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w 〈匹〉（手持ち夜景） 

参夜景など、点状の光源では AF でピントび合いにくい場合びあります。このよラな 
場合は、フオーカスモードを [ MF ] にして手動でピントを合わせてください。 

参スト□ボ撮影時に、「人物と背景び近く、背景にをスト□ボ光び当たっていると 
さ」、「明かりび少ない夜景を撮影するとさ」は、画像の位置合わせび正確に行わ 
れず、ブレた写真になることびあります。 

参スト□ボ撮影時に、被写体び近いとかなり明るい写真（露出オーバー）になるこ 
とびあります。 

参照射角を自動で切り換えるスト□ボでは、レンズのズーム位置に関係なく、スト 
□ボのズーム位置びワイド（広角）端に固定されます。 

照射角を手動で切り換えるスト□ボでは、発光部をワイド（広角）側にして撮影 
して < ださい。 

〈ぶ〉 （ HDR 逆光補正） 

参 AF 補助光は光ります。 

参スト□ボ撮影はでさません。 

参グラデーションび滑らかに再現されなかったり、ムラやノイズび発生することび 
あります。 

♦極端に強い逆光シーンや、明暗差び大さいシーンでは、補正効果び十分に得られ 
ないことびあ0ます。 

参順光シーンなど、被写体びをとをと明るいシーンでは、 HDR 効果で不自然な画像 
になることびあります。 

〈匹〉（手持ち夜景)、〈ぶ〉 （ HDR 逆光補正） 

参他の撮影モードより、撮影される範囲び狭くなります。 

参晒の + JL 、 晒のは選択でさません。他の撮影モードで、晒の + JL または晒のび設 
定されていたとさは、かしになります。 

参動いている被写体を撮影すると、被写体の動さび残像のよラに写ることびありま 
す。 

参格テ模様、ストライプ模様のよラな繰り返しパターンや、画面全体び平坦で単調 
なとさ、また手ブレなどにより画像のズレ量び大さいとさは、画像の位置合わせ 
び正確に行われないことびあります。 

参通常の撮影よりを、カードに画像び記録されるまでの時間び長くなります。画像 
処理中は 「 BUSY 」 び表示され、処理び終わるまで次の撮影はでさません。 

参撮影時のク U エイティブフィルターは使用でさません。 

参ファイナルイメージシミュレーションはでさません。 

♦撮影モードび 〈匹〉 と〈ぶ〉に設定されていると、ダイレクトプ IJ ントできませ 
ん。撮影モードを他のモードに変更してから、ダイレクトプ U ントをしてくださ 
い。 
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囚画像を再生する- 

ここでは、一番手軽に画像を再生するち法を説明します。再生ち法に関する詳 
しい説明は、 8] ページを参照してください。 


1画像を再生する 

• 〈囚〉ボタンを押します。 

■►最後に撮影した画像、または最後に再生し 
た画像び表示されます。 

• 電源び 〈 OFF 〉 のときに〈囚〉ボタンを2 
秒1^^(上押すと、電源び 〈 ON 〉 になり、再 
生画面び表示されます。 

2 画像を選ぶ 

• 〈 ◄乂〉ボタンを巧すと、最後に撮影した画 
像から順番に画像び表示されます。 

〈►因〉ボタンを押すと、最初に撮影した画 
像から順番に表示されます。 

•〈 INFO .〉 ボタンを押すたびに、表示する内容 
び切り換わります。 



ヒストグラム 撮影情報 




3再生を終了する 

♦〈囚〉ボタンを押すと再生び終了し、ライ 
ブビュー画面に戻0ます。 
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ピント合わせの方式を巧える 




シーンインテリジェント 

かんたん 撮影 モード、 



才ート 

応用 撮影 モード 

フオーカスモード* 

メニュー 

( AF のみ） 

AF 、 MF 、 AF+MF 

AF 方式 

メニュ ー 、 
クイック設定 

V + 追尾優先 AF 、 ライブ多点 AF 、 ライブ1点 AF 

コンテイニユアス AF 

メニュー 

する、しない 


* 「フオーカスモード」は EF - M レンズを取り付けたとさに表示されます。 

* EF レンズ、 EF - S レンズについてはカメラ使用説明書 PDF を参照してください。 



フォ^わスモード 

AF 旧助) 



A 卜册 




1ピント合わせの方式を選ぶ 

• [02] タブの [フ ォーカスモー ド]、 [AF ち式]、 
[コンテイニユアス AF ] を選びます。 

♦設定する項目を選んで、〈囚 / SET 〉 を押し 
ます。 

• [AF 方式] は、クイック設定でち設定でさま 
す。 


〇 a 〇 a 囚[^卜 


>1‘+追居9がドI 

ライフを点 AF 「 


うイフ1点 AF 


EF - M レンズ 
(メニユーで操作する 
レンズ）の場合 



2 「 AF 」 にする 

• [り 2] タブの 口才一カスモード] を選びます。 
♦ [A 円 を選びます。 

[フオーカスモード] で [ AF+M 円 を選ぶと AF 
後にシャッターボタンを半押ししていると 
き■に、フオーカス IJ ングで手動ピント合わ 
せ ( MF ) びでさます。 
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ピント合わせの方式を変える 


V (顔）+追尾優先 AF : 


人の顔を検知してピント合わせを行います。顔び動くと AF フレーム C :〉ち動 
いて顔を追尾します。 



1 AF フレームを 確認す る 

•顔を検知すると、ピント合わせを行う AF フ 
レーム C :〉び顔の部分に表示されます。 

♦画面をタッチして、顔または被写体を選ぶ 
こともできます。顔じ(外のとをは C :〉 び 
表さされます。 

♦顔び検知されないとさや、画面をタッチし 
て顔または被写体を選択しなかったとさ 
は、ライブ多点 AF の自動選択 （ P .68) に 
切り換わります。 



2 ピントを合わせる 

参シャッターボタンを半押しすると、ピント 
を合わせます。 

-► ピントび合ラと AF フレームび緑色に変わ 
り、「ピピッ」と電子音び鳴ります （[ AF 動 
作]を [ SERVOAF ] に設定しているときは、 
白色のままです。また、電子音は鳴りませ 


ん）。 


今ピントび合わないときは 、 AF フレームび 
オレンジ色に変わります。 



3撮影する 

• シャッターボタンを全押しします 
(P.49 )。 
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ピント合わせのち式を変える 


^ ♦ピントび大さく外れていると、顔を検知でさません。 [コンティニュアス A 円を [す 
る] に設定すると、ピントび大さく外れないようにでさます。 

♦ 顔似外の被写体を顔として検知することびあります。 

参「顔び画面に対して極端にルさい/大きい」、「顔び明るすざる/暗すざる」、「顔の 
一部び隠れている」とさは、顔を検知でさません。 

♦ピント合わせを行う C ]〉 び、顔全体ではなく、顔の一部分にだけ表示されるこ 
とびあります。 

0 • <T1> ボタンを押すと、画面中央に AF フレーム <::> び表示され、ドラッグす 
ることで AF フレームを移動でさます。再度、<?1> ボタンを押すと、検知した被 
写体に AF フレームび移動します。 

参画面の端のほラで検知された顔は AF でさないため、<：：> び灰色で表示されます。 
その状態でシャッターボタンを半押しすると、ライブ多点 AF の自動選択でピント 
合わせび行われます。 



^ [コンテイニユアス AF : する] ( P .72) または [動画 ヴーボ AF : する] (一^^ CUB ) 設定時 
♦ [V (勵+追尾優先 A 円 設定時、または [ライブ多点 AF ] の [自動選択] 設定時に、被 
写体び検知されないとさは、 AF フレームび一時的に画面の中央に表示されます。 
その状態で、シャッターボタンを半押しすると、ライブ多点 AF の自動選択でピン 
卜合わせび行われます。 
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ピント合わせの方式を変える 


ライブる点 AF : AFC ) 


最大31点の広いエリアでピント合わせびでさます（自動選択)。また、そのエ 
IJ アを9つのゾーンに分けてピント合わせ（ゾーン選択）することわできます。 



1 AF フレームのゾーンを選ぶ IMO 

• < Tf > ボタンを押すたびに、自動選択と 
ゾーン選択び切り換わります。なお、かん 
たん撮影ゾーンでは、自動選択に自動設定 
されます。 

♦画面をタッチして、ゾーンを選択します。 
< Tf > ボタンを押すと、中央のゾーンに戻 
ります。 


• ゾーン選択時に、画面の[[わ]をタッチす 
ると、自動選択に切り換わります。 



2 ピントを合わせる 

♦ AF フレームを被写体に合わせ、シャツ 
ターボタンを半押しします。 

-► ピントび合ラと AF フレームび緑色に変わ 
り、「ピピツ」と電子音び鳴ります （[ AF 動 
作]を [ SERVOAF ] に設定しているときは、 
白色のままです。また、電子音は鳴りませ 


ん）。 


今ピントび合わないときは、 AF フレームび才 
レンジ色に変わります。 



3撮影する 

参シャッターボタンを全押しします 
( P .49)。 
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ピント合わせのち式を変える 


^参自動選択時に、意図したところにピントび合わないときは、ゾーン選択または [ラ 
イブ1点 AF ] に変更してピントを合わせなおしてください。 

参アスペクト比の設定によって、 AF フレーム数は異なります。 [3:2] のとさは 3] 
点、 [1:1] [4:3] のときは2已点、 [16 ： 9] のときは 2] 点になります。また、 
[16 ： 9] のとさはゾーンび3つになります。 

参動画時は、 AF フレームび21点 （[目 40 X 480] 設定時は25点)、ゾーンび3つ([640 
X 480] 設定時は9つ）になります。 



ライブ1点 AF : afq 

1点の AF フレームでピント合わせを行いますので、狙った被写体にピントを合 
わせられます。 



1 AF フレームを 動かす 

♦ピントを合わせたい位置に、画面をタッチ 
して動かします（画面の一番端までは動さ 
ません）。〈▼苗〉ボタンを押すと、 AF フ 
レームび画面中央に移動します。 



2 ピントを合わせる 

♦ AF フレームを被写体に合わせ、シャッター 
ボタンを半押しします。 

今ピントび合ラと AF フレームび緑色に変わ 
り、「ピピッ」と電子音び鳴ります （[ AF 動 
作]を [ SERVOAF ] に設定しているときは、 
白色のままです。また、電子音は鳴りませ 


ん）。 


ピントび合わないときは 、 AF フレームは 
オレンジ色に変わります。 



3撮影する 

^ ♦シャッターボタンを全押しします 
(P.49 )。 
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ピン ト 合わせの方式を変える 


じ（顔）+追尾優先 AF ] [ライブ多点 AF ] [ライブ1点 AF ] について 


AF の動作について 

• ピントび合った状態でち、シャッターボタンを半押しすると、再度ピントを合 
わせます。 

• AF 中と AF 後で、映像の明るさび変わることびあります。 

• AF 中に光源（照明光）び変化すると、画面びちらついてピントび合いにくい 
ことびあります。その場合は、撮影する光源下で AF を行ってください。 

• [ライブを点 A 円 設定時は、画面の [ cU をタッチすると、ゾーンの中央部分 
(自動選択時は画面の中央部分）び拡大表示されます。シャッターボタンを半 
押しすると、通常表示に戻ってピントを合わせます。 

• [ライブ 1 点 A 円 設定時は、画面の[み]をタッチすると、 AF フレームの部分び 
拡大表示されます。シャッターボタンを半押しすると、拡大表示のままピント 
を合わせます （ AF 動作で SERV 日 AF を選んでいるときは、通常表示に戻って 
ピントを合わせます）。カメラを王脚に取り付けて厳密にピント合わせしたい 
ときに効果的です。なお、拡大表示でピントび合いにくいときは、通常表示に 
戻して AF を行ってください。また、 AF の速度は、通常表示と拡大表示で異な 
ることびあります。 

• [ライブを点 AF ] [ライブ1点 A 円 設定時に、通常表示で AF を行ったあと、拡大表 
示すると正確にピントび合っていないことびあります。 

♦ [ V 願）+追尾優先 AF ] 設定時は、拡大表示できません。 

AF 動作で SERVO AF を選んでいるときの連続撮影について 

♦じ願）+追尾優先 A 円、[ライブを点 A 円 設定時は、シャッターボタンを半押し 
するとピント合わせび始まると同時に AF フレーム枠び固定されます。 

♦ EF - M レンズ使用時はヴーボ AF 、 EF 、 EF - S レンズ使用時はフオーカス□ック 
での撮影になります。 


0参画面の端のほラにある被写体を撮影したとさに、わずかにピントびズレていると 
きは、被写体 （ AF フレームまたはゾーン）を画面の中央寄りにして、再度ピント 
合わせを行ってから撮影してください。 

• ライブ多点 AF 設定時は AF でピントを合わせるときに、撮影条件によっては被写体 
にピントび合うまで時間びかかることびあります。 

参拡大表示しているとさは、拡大するほど手ブレにより、 AF でのピントび合いにく 
くなります。カメラを兰脚に取り付けて撮影することをおすすめします。 
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ピント合わせのち式を変える 


ピントが合いにくい撮影条件 

♦青空、単色の平面、画面上で被写体び白とびや黒つぶれしているとさなど、明 
暗差（コントラスト）のない被写体 
• 極端に明るい、または暗い被写体 
♦搞模様など、水平ち向のコントラストしかない被写体 
• 繰り返し模様の被写体（ビルの窓やパソコンのキーボードなど） 

•細い線、被写体の輪郭部分 
参明るさや色、パターンび変化する光源 
♦夜景など、点状の光源 

♦堂光なや LED 電球などの光源下で、映像びちらついている場合（フリッカー） 
• 被写体び極端に小さい場合 
参画面の端のほラにある被写体 
• 光を強<反射している被写体 

•近くと遠くにある被写体び、 AF フレームの中に入っている場合（おりの中の 
動物など） 

• 手ブレや被写体ブレで、 AF フレーム内の被写体び揺れ動いて、静止しない場合 
• 大さくピンボケした状態から AF を行った場合 
• ソフトフオーカスレンズで、ソフトフオーカス撮影する場合 
• 特殊効果フィルターを使用している場合 


^参上記の撮影条件でピントび合わないとさは、手動でピントを合わせてください。 
参一部の EF レンズ（マウントアダプタ ー EF - E 日 S M び必要です）では、ピントび 
合ラまでの時間びかかったり、適切なピント合わせびでさないことびあります。 
詳細情報については、キヤノンのホームページでご確認ください。 
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ピント合わせのち式を変える 


r コンテイニユアス AFJ を使う 



コンティニユアス AF 初期設定では [する] に 
設定されています。 

常に被写体の近くにピントを合わせるため、 
シャッターボタンを押したとさに素早くピン 
卜び合います。なお、 [する] 設定時は、頻繁に 
レンズび動さ、電池び消耗するため撮影可能枚 
数び少なくなります。 

EF 、 EF-S レンズを取り付けている場合、コ 
ン ティ ニユアス AF 中に、 レンズのフ オー カス 
モードスイッチを 〈 MF 〉 に 変更するときは、 
カメラの電源を一旦切ってから操作してくだ 
さい。 


rAF + MF モード J (フルタイムマニュアルフオーカス）を使う 


フオーカスモードで [ AF + MF ] を選びます。 

AF 後に、シャッターボタンを半押ししたままレンズのフオーカス IJ ングを回す 
と手動ピント合わせになりますので、狙い通りのピント調整び可能です。 

なお、 AF 動作でヴーボ AF (一臂<3巧）を選んでいる場合や、く*^〉モード 
(P.59) では、ヴーボ AF び優先するため、 [ AF + M 円を選んでも手動ピント合わ 
せはでさません。 
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巧タッチシャッターで撮影する 

画面にタッチするだけで、自動でピント合わせから撮影まで行います。すべて 
の撮影モードで使えます。 



タッチシャッター機能を設定する 

参画面左下のし巧]をタッチします。 

タッチするたびに、しな]と [巧] び交互 
に切り換わります。 

♦[巧] にすると、タッチでピント合わせか 
ら撮影まで行います。 

[0 巧]にすると、タッチでピントを合わせ 
る位置を選択できます。そのあと、シャツ 
ターボタンを押して撮影します。 



2画面をタッチして撮影する 

•画面上の顔や被写体をタッチします。 

今設定されている AF 方式 （13.66 〜 69) で 
タッチした位置でピント合わせび行われま 
す。 [ライブを点 AF ] 設定時は、 [ライブ1点 
A 円 に切り換わります。 

ピントび合うと、自動的に撮影します。 

• ピントび合わないと、撮影しません。再度、 
画面上の顔や被写体をタツチして < ださ 


い。 


^ ♦〈写！]〉（連続撮影）に設定していてを、 ] 枚撮影になります。 

参す広大表示時は、タッチシャッターは機能しません。 

参 [>4:カスタム機能 （ C . Fn )] の [已：シャッターボタン / AE □ックボタン] び [1:八£[]ック/ 
A 円 [3: AE/AF ( AE □ックなし）] に設定されていると、ピント合わせび行われずに 
撮影されます。 

31参タッチシャッター機能の設定は、 [ 03 ] タブの [タッチシャッター:する] でも設定 
でさます。 

参バルブ撮影時は、2回タッチします。 ] 回目のタッチで露光を開始し、2回目のタッ 
チで露光を終了します。タッチするとさにカメラび動かないように注意してくだ 
さい。 

参 AF 動作で SERVO AF を選んでいてを、タッチシャッターでは日 NE SH 日 T AF に 
なります。 
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& セルフタイマー撮影 



〈▲&/鸟〉ボタンを巧す 

• INFO . クイック設定でち設定でさます。 


セルフタイマーをタッチする 

• [亡]をタッチすると、元の画面に戻ります。 

:10秒後に撮影 

IJ モコン撮影ち可能（一をがな） 

か： 2秒後に撮影 

&C :10秒後、設定した枚数を連続撮影 

[▲]/[▼] をタッチして、撮影する 
枚数に〜1日）を設定します。 



3撮影する 

• ピントを合わせ、シャッターボタンを全押 
しします。 

セルフタイマー / AF 補助光ランプと電子 
音、液晶モニターに表示される秒数の減算 
表示で作動を確認でさます。 

-► 撮影2秒前にセルフタイマー / AF 補助光ラ 
ンプび点打し、電子音び速<鳴ります。 


セルフタイマー撮影を中止するときは 
〈▲&/ 鸟]〉ボタンを巧すか、電源を 〈 OFF 〉 にします。 

(セルフタイマーの設定を解除するときは、〈▲&/鸟]〉ボタンを押して、 [□] 
または[国]をタッチします） 
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一眼カメラでは、ビデオカメラと一は違った 
動画を撮影でさます。 

光の入れ方を工夫したり、広角で撮影したり、 
一眼ならではの動画の世界びあります。 



動画を撮影ずる 



モードダイヤルを〈•ス〉にすると、動 
画を撮影でさます。なお、記録形式は 
MOV 形式です。 

動画撮影に関連する、その他の機能や 
詳しい内容、注意事項などについては、付 
属のカメラ使用説明書 PDF を参照してく 
ださい。 


U 動画が記録できるカードについて 

動画を撮影ずるときは、大容量で、 SD スピードクラス 6 「 CLASS 食」 
上のカードを使用してください。 

書さ込みび遅いカードに動画を記録すると、正常に記録でさないことびあ 
ります。また、読み取り速度び遅いカードに記録した動画を再生すると、 
正常に再生でさないことびあります。 

なお、カードの書さ込み/読み取り速度については、カードメーカーのホー 
ムページなどで確認してください。 


園 


Full HD 1080について 


Full HD ] 日8日は、垂直画素（走査線）数：1日8日画素 
(本）の HD (High Definition :八イディフィニション） 
映像に対応していることを示しています。 


1080 








動画を撮影する - --- 

撮影した動画は、カメラをテレビに接続して再生することをおすすめします(一 

* 動画のマニュアル露出撮影（ I が）については、カメラ使用説明書 PDF を参照してくださ 
い。 


自動露出で撮影する 


動画の撮影モードで [> ス]を選ぶと、自動露出になり、明るさを自動調整します。 



1モードダイヤルを〈>ス〉にする 


^撮影モードでい W ] (動画自動露出）を 
選ぶ 




3ピントを合わせる 

•動画撮影を始める前に、 AF または手動でピ 
ントを合わせておきます （ P .6 己〜69)。 

•初期設定では、 [動画ヴーボ AF :する] 

をのな）になっていますので、常時ピント 
を合わせています。 

• [動画ヴーボ A 円び [する] になっていると、 
画面左下の [; E ; な Af ] をタッチすると、ピン 
卜合わせを停止/開始でさます。停止する 
と、 AF フレーム 枠び グレーに 変わります。 


動画撮影中 



7イク 


4動画を撮影する 

• <•> (動画スタート/ストップ）ボタンを 
押すと動画撮影び始まり、ちラー度〈♦〉 
(動画スタート/ストップ）ボタンを押すと 
動画撮影び終わります。 

^動画撮影中は画面ち上に「•」び表示され 
ます。 

• 動画撮影中はマイクを指でふさびないで< 
ださい。 
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動画を撮影する 


W —部のレンズでは、 AF でピントび合わないことびあります。その場合は、手動でピ 
ントを合わせてください （一臂が巧）。 

0参 [動画 AF ヴーボ：しない] 設定のとさは、シャッターボタンを半押しすると、ピントを 
合わせます。 

参 IS 日感度 (100-6400) とシャッター速度、絞り数値は自動設定されます。 

参〈◄乂〉ボタンを押すと、露出を固定 （AE □ック）でさます（一をがな）。 

〈◄关〉ボタンををう一度押すと AE □ックは解除でさます。 

また、動画モードでは、[关]をタッチすることで AE □ック/解除をでさます。 

参〈►因〉ボタンを押すといぃ:パっ]び設定可能な項目になり、〈類〉で露出補正 
でさます。 

参シャッターボタン半押しで画面下に表示される、シャッター速度、絞り数値、 IS 日 
感度は、静止画撮影用の露出値です （ P .78) 。動画撮影の露出値は表示されませ 
ん。なお、動画の撮影露出と、静止画の撮影露出は異なることびあります。 
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動画を撮影する 


動画撮影時の画面 

♦〈 INFO .〉 ボタンを押すと、押すたびに情報表示内容び切り換わります。 


— AF 方式 

. : V + 追尾優先 AF 


. AF 【） ：ライブ多点 AF 
• AF □:ライブ]点 AF 


動画撮影モード 


口 

WM 


:自動露出 
:マニュアル露出 


静止画撮影可能枚数 

動画撮影可能時間/撮影経過時間 
—電池チェック 
— AF フレーム 



ドライブモード 
動画 サーボ AF • 
する 


シャッター速度- 


露出モード 


一 録音レベル-手動設定 


クイック設定 


記録画質 
(静止画用） 


ホワイトバランス 
ピクチャースタイル 


動画記録サイズ 
ビデオスナップ 


オートライティング 
オプテイマイヴ 

AE □ック 


絞り数値 一* 


— IS 日感度（才ート時) 


ビデオスナップ撮影時間一！ 

露出補正表示一 


——マイクアッテネータ 
——ウインドカット 


Eye - 円力ード装着時は、 Eye - 円通信状態（一をがな）び表示されます。 


0 「動画撮影可能時間」は撮影び始まると、「撮影経過時間」に変わります。 
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動画を撮影する 


動画撮影中は 


W • < H > で動画撮影中に、 IS 日感度や絞り数値び変わると、ホワイトバランスび変 
化することびあります。 

参壁光なや LED 電球などの光源下で動画を撮影すると、画面にちらつさび発生する 
ことびあります。 

参動画撮影中にレンズのズーム操作を行ラことはおすすめでさません。ズーム操作 
により開放絞り数値び変化するレンズ、変化しないレンズに関わらず、露出変化 
び記録されることびあります。 

0 ♦メニューの[み 1] タブで、動画撮影に関して設定でさます（一をがな）。 

参 ] 回撮影するごとに、 ] ファイルび記録されます。ファイルサイズび 4 G 日を超える 
とさは、約 4 G 巨ごとに新たなファイルび作成されます。 

参映像の視野率は、約100% (動画記録サイズ而20時）です。 

参音声は、カメラに内蔵されたマイク （ P .76) でステレオ録音されます。 

参外部マイクは、ミニプラグ （03.5 mm ) を備えた市販のステレオマイクであれば、 
ほとんどび使用でさます。外部マイク入力端テ （ P .12) に外部マイクを接続する 
と、外部マイクび優先されます。 

参 U モートコント□ーラー RC -6 (別売/一を がな） を使用すると、ドライブモー 
ドび im のとさに、動画撮影を開始/停止でさます。撮影タイミングスイッチ 
を〈2〉 （2 砂後撮影）の位置にして、送信ボタンを押します。〈♦〉（すぐに撮影） 
の位置のとさは、静止画撮影になります。 

参フル充電のバッテ U - パック LP - E 12で動画撮影できる時間は、常温 （ + 23 む）： 
合計約]時間30分、低温（〇む）：合計約]時間2日分です。 

参スピードライト9日 EX を取り付けているときは、スピードライトの電源を 〈 OFF 〉 
にしてください。 
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テレビの大さな画面では、パソコンの画面と 
は印象び違って見えます。 

大さな画面で写真を見る、新しい写真の楽し 
み方です。 



画像の再生 


この章では、撮影した画像や動画の基本的な再生方法について説明 
しています。 


他の機器で撮影-記録された画像について 

他のカメラで撮影した画像や、このカメラで撮影したあとにパソコンなどで 
画像を加工したり、ファイル名を変更した画像は、カメラで正常に表示でさ 
ないことびあります。 






b タッチパネルで再生する 

液晶モニター（タッチパネル）に指で触れて、いろいろな再生びでさます。 ま 

ず、〈囚〉ボタンを巧して画像を再生します （最後に撮影した画像び表示されま 
す）。 


電源び切れていてち、〈囚〉ボタンを2秒1^^(上押すと、電源び入り、再生画面 
になります。 


画像を送る 




指1本でドラッグする 

•] 枚表示のとさは 「指1本」 で液晶モニター 
に触れ、左またはちに動かすと]枚ずつ画像 
び送られます。 

指を左に動かすと新しい画像、指をちに動 
かすとちい画像び表示されます。 

♦一度に4枚、9枚の画像を表示する イン デッ 
クス表示のとさは 「指1本」 で液晶モニター 
に触れ、上または下に動かすと]画面ずつ画 
像び送られます。指を上に動かすと新しい 
画像、指を下に動かすと古い画像び表示さ 
れます。画像を選んで、再度タッチすると、 
] 枚表示になります。 


画像を飛ばして表示する（ジャンプ表示) 



指2本でドラッグする 

液晶 モニターに 「指2本」 で触れ、左または 
ちに動かすと、 [囚 2] タブの [類での画像送り] 
で設定されている方法で、画像を飛ばして表示 
でさます。 
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6 タッチパネルで再生する 


画像を縮か表示する（インデックス表示) 



2本の指を閉じる 

広げた指2本で液晶モニターに触れ、触れた 
まま指を閉じます。 

♦指を閉じるたびに、 ] 枚表示から4枚イン 
デックス表示- ► 9枚インデックス表示にな 
ります。 

• インデックス再生のとさ選択している画像 
にはオレンジ色の枠び付さます。 
♦インデックス再生のとさ、動画は画像左側 
に縦帯び付さます。 


画像を拡大表巧する 



2本の指を開く 

閉じた指2本で液晶モニターに触れ、触れた 
まま指を開さます。 

♦指を開くたびに、拡大されます。 

• 最大約]日倍に拡大でさます。 

•画面ち上の [亡] をタッチすると、]枚表 
示に戻ります。 
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' ff 動画を再生する 



1画像を再生する 

♦〈囚〉ボタンを押して画像を表示します。 


2 動画を選ぶ 

•〈◄*〉/〈►因〉ボタンを押して画像を選 
びます。 

•] 枚表示のとさに、画面左上に 〈D 呈〉 

び表示されている画像び動画です。ビデオ 
スナップで撮影した動画には 〈 D 哩〉び 
表示されます。 

•〈 INFO .〉 ボタンを巧すと、撮影情報表示に切 
り換えられます（一臂 d 巧）。 

•インデックス表示のとをは、画面左側に縦 
帯の付いた画像び動画です。 インデックス 
表示か6は再生できませんので、〈囚 / SET 〉 
を巧して1枚表示にします。 


31 枚表示の状態で 〈 n ち〉を巧す 

今画面の下側に動画再生パネルび表示されま 


す。 


I . 4動画を再生する 

dDDDHH ^^ EQl • 1>] ( 再生）を 


(再生）を選び、〈囚 / SET 〉 を押します。 


スピーカー 



-► 動画再生び始ま 0 ます。 

• 再生中に〈囚 / SET 〉 を押すと、再生び一時 
停止します。 

• <〇> を回すと、再生中でち内蔵スピーカー 
の音量を調整でさます。 

•再生操作に関する詳しい内容は、次ページ 
を参照してください。 
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動画を再生する 


動画再をパネル 


項目 

再生内容 

► 再生 

〈囚 / SET 〉 を押すたびに再生/停止を繰り返します。 

!► ス□一再生 

<◄*> /〈►因〉ボタンを押すとス□一再生の速さを変更でさます。画 
面ち上に速さの度合いび表示されます。 

W 先頭フレーム 

動画の先頭画面を表示します。 

イIIフレーム戻し 

〈囚 / SET 〉 を押すたびに]コマ戻します。〈囚 / SET 〉 を押し続けると、 

早戻しします。 

!!► フレーム送り 

〈囚 / SET 〉 を押すたびに]〕マ送ります。〈囚 / SET 〉 を押し続けると、 
早送りします。 

►H 最終フレーム 

動画の最終画面を表示します。 

炎編集 

編集画面を表示します（一苗が 3)。 

リ BGM 選択* 

音楽を選択し、音楽と一緒に動画を再生でさます（一皆が 3)。 


再生位置 

mm ' SS " 

再生時間 （ mm ’ ：分、 SS " :秒） 

.iiiiiilll 日;里 

〈類〉を回すと、内蔵スピーカー （ P .84) の音量を調整でさます。 

Mm Id 

] 枚表示の状態に戻ります。 


* 目 GM を設定すると、動画に録音されている音声は再生されません。 



タッチパネルで再をする 



画面中央の [►] をタッチする 

-► 動画再生び始ま0ます。 

•画面左上の [ D 呈]をタッチすると、動 
画再生パネルび表示されます。 

♦再生中に画面をタッチすると、再生び一時 
停止し、動画再生パネルび表示されます。 


0 ♦フル充電のバッテ IJ - パック LP - E 1 2で連続再生できる時間は、常温（+23で) 
で約2時間20分です。 

参動画撮影中に静止画を撮影した場面では、約1秒間、静止画び表示されます。 


85 





















巧害電波自主規制について 

この装置（カメラ）は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境 
で使用することを目的としていますび、この装置びラジオやテレビジョン受信 
機に近接して使用されると、受信障書を引さ起こすことびあります。使用説明 
書体書）に従って正しい取り扱いをしてください。 

VCCI-B 


0認証マークについて 

[>4]タブの [認証マーク表示] を選び、 〈囚 / SET 〉 を押すと、このカメラび対応して 
いる認証マークの一部を確認でさます。また、その他の認証マークは、本書やカメラ 
本体、カメラび入っていた箱にを表記されています。 
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5 

使用説明書 CD-ROM の見かた/ 
ソフトウェア スター トガイド 


この章では、付属の使用説明書 （CD-ROM) に収納されている PDF 
ファイルの見かたと、 EOS DIGITAL Solution Disk (CD-ROM) に 
収納されている、各ソフトウェアの概要と、パソコンへのインス!-一 
ル方法について説明しています。 



EOS D に ITAL 使用説明書 ソフトウエア 

Solution Disk 使用説明書 

(ソフトウエア） 



使用説明書 CD - ROM の見かた 



カメラ使用説明書 

使用説明書 CD - R 日 M には、『カメラ使用説明書』、『レンズ使用 
説明書』 （ EF - MT 8 -己己 mm F 3.5-5.6 IS STM 、 EF - M 22 mm 
F 2 STM )、 『マウントアダプタ ー EF - E 日 S M 使用説明書』と『ス 
ピードライト9日 EX 使用説明書』び PDF ファイルで収納されてい 


ます。 


カメラ使用説明書 


(PDF ファイル) 


「基本編」の内容を含む、すべての機能と操作ち法を記載した説明書です。「基 
本編」の使用説明書に記載されていない、マウントアダプター EF - E 日 S M と組み 
合わせて EF レンズ、 EF - S レンズを使った撮影方法、一歩進んだ撮影ち法や再生 
方法、写真の印刷ち法、カスタム機能など、より詳しい内容につい口ま、この CD - 
ROM に入っている『カメラ使用説明書』を参照してください。 


アクセサリー使用説明書 


(PDF ファイル) 


『レンズ使用説明書』 （ EF - M ] 8-己己 mm F 3.5-5.6 IS STM 、 EF - M 22 mm F 2 
STM )、 『マウントアダプター EF - E 日 S M 使用説明書』、『スピードライト 9 日 EX 
使用説明書』び PDF ファイルで収納されています。 


使用説明書 CD - ROM の見かた 

使用説明書 CD - R 日 M に収録された PDF ファイルの使用説明書を見るために 
は、 パソコンに Adobe Reader （バージョン6.日1^^(上）びインス!ルされてい 

る必要びあります 。 Adobe Reader はインターネット上から無料でダウン□-ド 
することびできます。パソコンに Adobe Reader をインストールしてから、_1^(下 
の操作を行ってください。 

1パソコンに「使用説明書」の CD-ROM を入れる 

2 CD-ROM のアイコンをダブルクリックする 

♦ Windows では、 [(マイ）コンピューター] 内に表示されるア 
ィっン 

参 Macintosh では、デスクトップ上に表示されるアイコン 
• 表示されるアイコンはパソコンの環境によって異なりま 
す。 


錫 

Canon (D：) 
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使用説明書 CD - ROM の見かた 


な 

STARTpdf 


3 「START」 のファイルをダブルクリックする 

手順4に示す画面び表示されます。 

• 表示されるアイコンはパソコンの環境によつて異なりま 
す。 


4見たい使用説明書名をクリックする 

• 各言語の下に表示されている説明書名をク IJ ックしま 
す。 

-► 希望する言語の使用説明書び表示されます。 


Canon 

EOS M 


Cation 

巨 OS M 

fli 

♦ EOS M み EOS M ♦ EOS M 

♦ EF-M18-55mni F3.5-5.6 IS STM ■* EF-M18-55mm f/3.5-5.6 IS STM ♦ EF-M18*55mm の, 5-5,6 旧 STM 

♦ EF-M22mm F2 STM ♦ EF-M22min f/2 STM ♦ EF-M22mm f/2 STM 

♦ スピードライト gOEX ♦ Speedlite 如 EX ♦ Speeditte 如 EX 

今 

♦ EOS M ♦ EOS M 

♦ EF-M18-55mm f/3,5-5,6 IS STM EF-M18-55mm f/3.5-5.6 IS STM 

EF-M22mm f/2 STM み EF-M22min f/2 STM 

♦ Adaptador Montura EF-EOS M 卞口适函器 EF-EOS M 

♦ Speedlite 泌 EX 闪化巧 90EX 




カメラ使用説明書 



0参 PDF ファイルはパソコンに保をでさます。 

参「カメラ使用説明書」 PD 円ま、見たいページびすぐに見られるように、ページ U ン 
ク機能び組み込まれています。目次や索引などでページま号をク U ックすると、そ 
のページへジャンプします。 

参 Adobe Reader の使い方については 、 Adobe Reader のヘルプなどを参照してく 
ださい。 
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ソフトウェアの概要 



イオス デジタル ソ U ユーシヨン ディスク 

EOS DIGITAL Solution Disk 

EOS DIGtAL 用の各種ソフトウエアび収録されています。 


イオスユーテイ U テイー 

EOS Utility 

カメラとパソコンを接続し、撮影画像（静止画/動画）のパソコンへの取り込 
み、カメラの各種設定などを行うソフトウエアです。また 、 EOS Sample Music * 
などの目 GM を、カードにコピーでさます。 

* キヤノン•才 U ジナルの目 GM です（全5巧 )。 EOS Utility を使って、力ードにコピーを 
することで、カメラ本体でビデオスナップアルバム、動画、スライドショーを再生する 
とさの BGM として楽しむことびでさます。 


デジタル フォト プ□フェツシヨナル 

Digital Photo Professional 

主に RAW 画像を撮影されるちにおすすめのソフトウェアです。 RAW 画像の高 
速閲覧/編集/現像/印刷などびでさます。 」 PEG 画像ち才 IJ ジナル画像を残し 
たままで編集でさます。 


イメージブラウサーイーエツクス 

ImageBrowser EX 

主に JPEG 画像を撮影されるちにおすすめのソフトウェアです。簡単な操作で、 
静止画/ MOV 動画、ビデオスナップアルバムの閲覧•再生、および JPEG 画像の 
印刷びできます。また 、 EOS Video Snapshot Task (一をの a ) などインター 
ネ ッ 卜に接続して取得でさる追加機能もあります。 


W 従来製品に付属していたソフトウエア Zoom Browser EX / lma 旨 e 日 「 owse 「 は、こ 
のカメラで撮影した静止画ファイル、 MOV 動画ファイルをサポートしていません働 
作対象外)。このカメラに付属の ImageBrowser EX を使用してください。 


ピクチャー スタイル エディター 

P に ture style Editor 

ピクチャースタイルを編集し、オリジナルピクチャースタイルファイルの作成/ 
保存びでさます。画像処理上級者向けのソフトウエアです。 
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ソフトウェアのインス I ^ール 


^参ソフトウェアをインス!-ールする前に、カメラとパソコンを絶対に接続しないで 
ください。ソフトウェアを正しくインストールでさません。 

参お使いのパソコンにすでに ImageBrowser EX びインストールされている場合で 
も、本機に付属の CD から Image 目 「 owserEX をインストールしてくださし、この 
カメラの機能に対応した最適なバージョンに更新でさます。また、オートアップ 
デート機能により新しい機能を追加できることびあります。 

参 Image 目 rowser EX 於外のソフトウェアについても、旧バージョンびインストー 
ルされている場合は、 下記の手順に従ってインストールしてください（上書さイ 
ンス I -ールされます)。 

1 EOS DIGITAL Solution Disk (CD-ROM) を入れる 

• Macintosh では、デスクトップ上に表示された CD - R 日 M アイコンをダブル 
クリックして開さ、 [Canon EOS Di 呂け al Ins ね Her] をダブルク U ックしてくだ 
さい。 

1 [おまかせインストール]をクリックし、画面の指示に従って操作する 

♦ Macintosh では、 [ インストール ] をク U ックしてください。 

参インストール途中に 、 "Microsoft Silverli 卽 t " のインストール画面び表 
示されたときは 、 "Microsoft Silverlight " のインス!ルを行ってくだ 
さい。 


EOS DIGITAL 


Solution Disk 



3 [再起動]をクリックし、再起動した 5CD-R0M を取り出す 

•パソコンび再起動したら、インス!-ール完了です。 
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ソフトウェアのほ用説明書 



ソフトウエアの使用説明書び収録されています。 


使用説明書 PDF ファイルのコピー方法と見かた 

1 パソコンに「ソフトウェア使用説明書」の CD-ROM を入れる 

2 CD-ROM のアイコンをダブルクリックする 

• Windows では、 [(マイ）コンピューター] 内に表示されるアイコン 
参 Macintosh では、デスクトップ上に表示されるアイコン 

3 [Japanese] フオルダをパソコンにコピーする 

♦ 1^^(下の名前の使用説明書ド0ドファィルびコピーされます。 


Windows Macintosh 


EOS Utility 

EUx.xW J xx 

EUx.xM J xx 

Digital Photo Professional 

DPPx.xW J xx 

DPPx.xM J xx 

Ima 旨 eBrowser EX 

IBXx.x J xx 

Picture Style Editor 

PSEx . xW _ J_xx 

PSEx . xM _ J_xx 


4コピーした PDF フアイルをダブルクリツクする 

•パソコンに Adobe Reader (最新版推奨）びインス!ルされている必要 


びあ0ます。 

• Adobe Reader はインターネット上から無料でダウン□-ドできます。 
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ソフトウェア動作損境 — 

最新の日 S を含む対応状況については弊社ホームページをご確認ください。 

EOS Utility 


Windows 


os (オペレーティング 
システム） 

Windows 7*1 

Windows Vista *^ 

Windows XP Professional/Home Editiorr 。 

機種 

上記の曰本語版 OS びプ U インス1-ールされていて、 USB 接続部を標 
準装備したパソコン（アップグレード機は動作保証外） 

* .NET Framework 3.0 し U 上び必要です。 *4 

CPU (シーピーユ ー) 

Pentium 1 .3 GHz しソ上 

RAM (メモリー) 

1 G 目し U 上*已 

インターフェース 

Hi-Speed USB 

ディスプレイ 

画面の解像度： ] 024 X 768 ピクセルし U 上 
画面の色：中 （1 目ビット）し U 上 


*1 starter Edition を除く全バージョンの 32 bit /64 bit システム用に対応 

*2 Starter Edition を除く Service Pack 1 、 Service Pack 2 の 32 bit / 目 4 bit システム用に対応 

*3 Service Pack 3に対応 

*4 .NET F 旧 mework は、マイク□ソフト社のソフトウエアで、 EU とともにインス I -- ルされます。 
*5 Windows 7目 4 bit 版は 2 G 目じ(上 


Macintosh 


OS (オペレーティング 
システム） 

Mac 0 SX 10.6.8、10.7 

機種 

上記の曰本語版 OS びインストールされていて、 USB 接続部を標準装 
偏し厂こ Macintosh 

CPU (シーピーユ ー) 

Intel プ□セッヴー 

RAM (メモリー) 

1 G 巨じ(上 

インターフェース 

Hi-Speed USB 

ディスプレイ 

解像度：1024 X 7681 U 上 
カラー:約32,000カラーじ(上 
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ソフトウェア動作環境 


Digital Photo Professional 

Windows 


OS (オペレーティング 
システム） 

Windows 7*1 

Windows Vista *^ 

Windows XP Professional/Home Editiorr 。 

機種 

上記の日本語版 OS びプ U インス1-一 J レされているノ くソコン 
* アップグレード機は動作保証外 

CPU (シーピーユ ー) 

Pentium 1 .3 GHz しソ上*4 

RAM (メモリー) 

1 G 目しソ上*已 

ディスプレイ 

画面の解像度： ] 024 X 768 ピクセル上 
画面の色：中 （1 目ビット）し U 上 


*1 starter Edition を除く全バージヨンの 32 bit /64 bit システム用に対応 

*2 Starter Edition を除く Service Pack 1 、 Service Pack 2 の 32 bit /64 bit システム用に対応 

*3 Service Pack 3に対応 

*4 Core 2 Duo し U 上を推奨 

*5 Windows 7目 4 bit 版は 2 G 巨じ LL 


Macintosh 


OS (オペレーティング 
システム） 

Mac OS X ] 日.日〜] 0.7 

機種 

上記の日本語版 0 S びインス!ルされている Macintosh 

CPU (シーピーユ ー) 

Intel プ□セッサー* 

RAM (メモリー) 

1 G 巨じ LL 

ディスプレイ 

解像度：1024 X 7目8し U 上 
カラー:約32,000カラーじ LL 


* Core 2 Duol ^ U 上を推奨 

♦ UFS (Unix File System ) フオーマットされたディスクには対応していません。 
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ソフトウ IL ア動作環境 


ImageBrowser EX 


Windows 


OS (オペレーティング 
システム） 

Windows 7 SP 1 

Windows Vista SP 2 

Windows XP SP 3 

機種 

上記 OS びプ U インス 1 -ールされていて、 US 目ポートび標準装備され 
ていること 

オートアップデート機能を使用するとさは、インターネットに接続で 
さる環境び必要 

CPU (静止画） 

1.6 GHzJ ^ U 上 

CPU 潮画） 

HD (720 P )、 SD : Core 2 Duo 1.66 GHz _ L ^ 上 

Full HD (1080 p ) : Core 2 Duo 2.6 GHzlU 上 

ALL -1 、IP 目 ： Core 2 Duo 3.0 GHz し U 上 

RAM (静止画） 

Windows 7 (64 bit ) : 2 G 巨し U 上 

Windows 7 (32 bit ) : 1 G 目しソ上 

Windows Vista (目 4 bit 、32 bit ) : ] G 目し U 上 

Windows XP : 已] 2 M 目しソ上 

RAM (動画） 

HD (720 p)、SD : ] G 巨し U 上 

Full HD (1080 p ) : 2 G 目しソ上 

インターフェース 

US 巨 

八ードディスク空を 容量 

440 M 目し U 上* 

ディスプレイ 

1，024 X 768 ドットし化 


Silverli 旨 ht 已 .1 (最大100 MB ) 上のインス!ルび必要です。また 、 Windows XP では、 
Microsoft .NET Framework 3.0 (最大已〇〇 MB ) し U 上のインストールび必要です。お使いの 
環境によっては、インス I -ールに時間びかかることびあります。 



Macintosh 


OS (オペレーティング 
システム） 

Mac 0 S XV ] 0.7、 vlO .6 

機種 

上記 OS びプ U インス1-ールされていて、 USB ポートび標準装備され 
ていること 

オートアップデート機能を使用するとさは、インターネットに接続で 
さる環境び必要 

CPU (静止画） 

Core 2 Duo 上 （ vl 0.7 )、 Core Duo 1.83 GHzJ ^ U 上 （ vl 0.6) 

CPU (動画） 

HD (720 p)、SD : Core Duo 1.83 GHz _ L ^ 上 

Full HD (1080 p ) : Core 2 Duo 2.6 GHz し U 上 

ALL -1 、IP 巨 ： Core 2 Duo 3.0 GHz じ LL 

RAM (静止画） 

2 G 巨じ LL ( vlO .7)、] G 巨じ LL ( vlO .6) 

RAM (動画） 

HD (720 p)、SD : 2 GBIU ± ( v ]0.7)、 ] G 巨しソ上 ( vlO .6) 

Full HD (1080 p ) : 2 G 目しソ上 

インターフェース 

US 巨 

八ードディスク空を 容量 

已已〇 M 目じ LL * 

ディスプレイ 

1，024 X 768ドット心 


Silverli 旨 ht 已 .1 (最大] 00 M 目）上のインス!ルび必要です。そのため、お使いの環境に 
よっては、インス I -ールに時間びかかることびあります。 
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ソフトウェア動作環境 


Picture Style Editor 


Windows 


0 S (オペレーティング 
システム） 

Windows 7*1 、 Windows Vista * ビ 

Windows XP Professional/Home Editiorr 。 

機種 

上記の曰本語版 OS びプ U インス1-ールされているパソコン（アップ 
グレード機は動作保証外） 

* .NET Framework 3 . 0 しソ上び必要です。 *4 

CPU (シーピーユ ー) 

Pentium 1 .3 GHz しソ上*曰 

CPU (メモリー) 

1 G 目しソ上ぶ 

ディスプレイ 

画面の解像度： ] 024 X 768 ピクセル上 
画面の色：中 （1 目ビット）し U 上 


*1 starter Edition を除く全バージヨンの 32 bit /64 bit システム用に対応 

*2 Starter Edition を除く Service Pack 1 、 Service Pack 2 の 32 bit / 目 4 bit システム用に対応 

*3 Service Pack 3に対応 

*4 .NET F 旧 mework は、マイク□ソフト社のソフトウェアで、 PSE とともにインス!ルされま 
す。 

*5 Core 2 Duo し U 上を推奨 
*6 Windows 7目 4 bit 版は 2 G 目じ(上 


Macintosh 


OS (オペレーティング 
システム） 

Mac OS X 10.目〜] 0.7 

機種 

上記の日本語版 OS びインス!ルされている Macintosh 

CPU (シーピーユ ー) 

Intel プ□セッサー* 

CPU (メモリー) 

1 G 目し U 上 

ディスプレイ 

解像度：1024 X 7目8し U 上 
カラー:約32,000カラーじ(上 


* Core 2 Duo し U 上を推奨 

♦ UFS (Unix File System ) フオーマットされたディスクには対応していません。 
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MEMO 
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Canon 

キヤノン株式会社 

キヤノンマーケティングジヤノてン株式会社 
干]日 8-8 日]]東京都港区港南 2- 1 6-6 


製品取り扱い方法に関するご相談窓 □ 


お客様相談センター（全国共通番号） 

050-己5己-90002 

受付時間：平日9 : 日日〜 20 : 日 0 

± .日.祝日]0 : 00〜17 : 00 
( 1月]曰〜]月3曰は休ませていただきます） 

《おかけ間違いのないようにご注意ください。 

《上記番号をご利用いただけないちは、 043-2] ]-9 已已6をご利用くださし、 
《 IP 電話をご利用の場合、プ□バイダーのサービスによりつなびらない場合び 
あります。 

《受付時間は予告なく変更する場合びあります。あらかじめご了承ください。 


修理受付窓 □ 


別紙の修理受付窓口でご確認ください。 


夺ヤノンカメラサイトのご案内 


キヤノンデジタルカメラのホームページを開設しています。インターネットをご 
利用のちは、お気軽にお立ち寄りください。 

canon.jp/eos-m 


この使用説明書に記載しているレンズ、アクセヴ U —は、2012年7月時点の 
をのです。それ降に発売されたレンズ、アクセヴ U —との組み合わせにつ 
さましては、上記のお客様相談センターにお問い合わせください。 



Li-ion 


リチウムイオン電池の U サイクルにご協力ください。 


CPH - J 035-000 


© CANON INC . 2012 










